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|論壇 国内森林資源を生かす
ために－売れない｡伐らないから
どう脱出するか－

連 〆

はじめに

さかいまさひろ

堺正紘 ﾉL州大学農学部附属淡習林教授

「日本は森林が多いですね」

「日本に来るまでは，森林がごく少ないのかと思っていました」

「なぜ木材を輸入するのですか，国内の森林資源を淵存しているのですか」

いずれも九州大学演習林を訪れた外国人の言葉である。カネに任せて木材を輸

入し，外国の森林を荒廃させながら，自国の森林資源の温存を図っている，とい

う感想を持っているようである。

しかし，カネがあるから外材を輸入する，ということがいつまでも許されると

は思えない。カネに任せて木材を輸入することに対する批判はますます強まり，

束アジア諸国の著しい経済発展による将来の世界の木材貿易における日本のシェ

アの低下も確実だからである。

日本は，木材輸入をできるだけ縮小することを宣言するとともに，国内の人工

林資源を保続的に活用する地域システム体制を早急に整備しなければならないと

考える。

成熟するスギ人工林資源

日本の人工林面積は1040万haで，人工林率は41%である。これは，ソ連の

2190"ha,中国の1750～2800万ha,アメリカ合衆国の1200万haに次ぐ而職で

ある。もっとも，人工林の定義は国によってまちまちであり，ソ連や中国のそれ

は植林而職の合計でしかも成林率は50％以下と見られているから,これらの国の

実際の人工林面積はもっと少ないと思われる(A.メイサー(1992):世界の森林資

源（熊崎実訳)，原著は1990年刊)。いずれにしても,R本は世界的な人工林国

であり，それは戦後の数十年間に成し遂げられた世界史に残る大偉業と言っても

言い過ぎではない。

わが国の人工林は，大半が戦後の拡大造林で成立したものであり，近年，面積

はほぼ一定しているが，蓄積は年々着実に拡大しており，現在は18"9200万nf,

休業技術N().659199f2
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1ha当たり182㎡に達する(1995年3月末現在)。所有形態別では，面積で24%

を占める国有林の蓄積は15％にとどまり，したがって1ha当たり蓄積は1191xf

にすぎないが，民有林ではそれぞれ76％，85％を占め,1ha当たり蓄積も201

1㎡と国有林よりもはるかに充実している。

また，樹種はスギカ§面積で44％，蓄積で58％を占めるのに対してヒノキはそ

れぞれ24％，19％である。人工林の齢級構成は，スギでは21～30年生33％，

31～40年生24％と間伐期の林分が多く，一部にはすでに伐期に達した林分も少

なくないが,ヒノキは~ド刈り等の保育段階にある1～20年生が44％でもっとも多

い。要するに，人工林では面積はもちろん蓄積もスギが最も大きなシェアを持ち，

しかもその大半が間伐期にあり，一部には主伐可能な森林もある。人工林の成熟

化に伴って伐採可能材積も急速に拡大しているのである。

このスギ人工林は東北，次いで九州に多く，日本列島の両端にスギ人工林面積

の4割あまりが存在している。しかし，両地域ではスギ人工林の成熟度が大きく

異なっている。成熟度を1ha当たり蓄積で見ると，東北では秋田県が134㎡で，

東北平均では148㎡となっているが，九州では大分県の294m》をはじめ，主要5

県の平均で222m3である(1992年3月末現在)。九州ではスギ人工林の成熟度が東

北よりもはるかに高く，それだけにスギ人工林資源の活用の問題が重要性を増し

ているといえよう。

こうしたスギ人工林の成熟化に伴って，近年，スギ素材生産量は着実に増加し

ている。周知のように，わが国の素材生産量は1967年の5181万㎡をピークに一

貫して減少を続け，1995年には2290万m3,67年の44%にまで減少した。しか

し，そうした中でスギ素材は85年の781万IIfをボトムに増加に転じ,94年には

946万㎡と85年より21％増となった。それは，85年以降，針葉樹材がほぼ横ば

いで推移し，広葉樹材が74％と大|隔に減少したのとは対照的である。

地域的には,東北と九州で約6割を占めているが,両者のシェアは1990年を境

に逆転した。東北が横ばいで推移したのに，九州での生産量が87年の226万nf

が,90年248万nf,92年269万ml,94年には310万㎡と顕著な増加傾向をたどっ

たためである。

ｽ:ギ材製材の発展と原木市売市場

現在，わが国では製材工場の大||隔な立地変化が生じている。それは,1960年代

半ば以降の外材輸入の急増の中で見られた国産材産地の縮小，再編に匹敵するも

のであり，九州，特に宮崎県におけるスギ材製材の拡大が際立っている。

九州におけるスギ製材の拡大が，上述のような，①人工林資源，とりわけスギ

人工林の成熟と，②これに支えられたスギ材生産量の拡大，によるものであるこ

とはいうまでもないが，それに加えて，③森林組合の林産・販売事業量の拡大に

触発された林家の活発な林業生産活動と，④原木市売市場取扱量の増大による原

木供給の安定化，とが重要な役割を果たしていることに注目しなければならない。

割｡；説ﾛ:■且.. f↓｡、《踞国'.'"■画一ヰュー『 ？；

林業技術N0.6591997.2
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森林組合の1994年の林産・販売事業量を一般木材について見ると，北海道の

425千nfをトップに，以下,大分県399千㎡,宮崎県354千nf,熊本県346千ITf"

よび鹿児島県246千nfと，九州の各県が続き,85年以降の伸び率も高い。森林組

合における作業班の整備や第3セクターの設立等による林業労働力対策の展開お

よび高性能林業機械の導入等の生産設備の整備，さらには組合員・林家に対する

組合職員の不断の働きかけが，こうした林産・販売事業量の拡大をもたらしたと

考えられるのである。

原木市売市場についても九州の拡大が目立つ。原木市売市場は近畿，東海地域

が先導してきたが，近年はこれら先発地域での取扱量が減少し，代わって九州，

中国・四国が増加している。近年，国産材産地では製材原木の入手先として原木

市売市場のウエートが著しく高まっており，そのような原木流通システムの整備

されていること力:国産材産地としての拡大の条件となっている。それは，①だれ

でも利用できるという公開性，②公平厳格な価格形成，③代金決済の迅速性，④

原木の仕訳，選別を通して必要な材のみを専門化工場に供給する配給機能，など

の機能を有するからであるが，特に④の仕訳・選別・配給機能が重要である。

70年代以降の外材体制下において，国産材製材は小径木工場のような専門工場

化という形で発展してきた。利用原木を特定の材種（例えば間伐小径木）に限定

することによって生産性向上と品質安定化を図ってきたのであるが，こうした経

営は原木の配給機能の拡充を抜きには考えられない。国産材産地の拡大は，原木

市売市場による原木の安定供給に支えられて実現したのである。もっとも，これ

も年数万立方メートルの大型工場にとっては，量的，価格的に限界があることも
はえづみ

事実であり，市場土場での枇積を省略し，選別機から直接買い方工場に搬入する

｢バイパス流通方式」を拡大する試みも始まっている。

'報籠職同､｢至妻爾蕊雲
厘-回|森林組合ﾄー｢－

極積

市売り

祉積

卜市売り

パイパス流通

図・バイパス流通型原木市売市場の原木流通モデル

人工林資源の活用と資源管理主体の育成

小規模専門工場

中規模専門工場

大規模量産工場

このように，九州ではスギ人工林資源の成熟に伴って，素材生産量や国産材製

材の拡大が見られるが，それがスギ人工林の資源量に見合ったものであるかとい

うと，否と言わざるを得ない。

九州内の全森林組合を対象に行った「森林施業放棄に関するアンケーI､調査」

(1995年，回収数137,回収率76％)によると，「貴組合の管内で森林資源に見合

林業技術No.659199T2
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った素材生産が行われていると思いますか」という問いに対して「どちらかと言

えば不十分」48％，「かなり不十分｣26％と，74％の森林組合が不十分と見てい

る。また，「貴組合の管内では人工林の間伐は十分に行われていますか｣について

も「どちらかと言えば不十分｣49％，「かなり不十分｣34％と，83％の組合が間伐

が不十分にしか行われていないと回答している。しかも，「貴組合管内では人工林

を皆伐した後は植林されていますか」には「すべて植林されている」は23％にす

ぎず，「ごく一部を残して植林されている｣42％や｢植林されているが未植林地も

目立つ｣22％，「半分以上が未植林のまま放置されている」5％など，皆伐跡地を

再造林せずに放置する例すら少なからず見られるのである。

このような状況は，木材価格の長期的低迷や造林費の増嵩による林業収益の低

下，林業従事者の減少，高齢化の進行，あるいは山林保有の零細・分散性や，森

林伐採が（市況でなく）家計上の必要によって行われるという「伐採の家計従属

性」による素材生産の不安定性，さらには林業生産・流通・加工の地域システム

の形成の遅れなど，いくつもの要因が重なり合った結果によるものであるが，な

かでも素材生産の不安定性の問題は国産材製品供給の不安定性につながる問題と

して重要である。

林業のこのような不安定性は，生産・流通のコスト高の原因であり，国産材の

需要拡大の障害になるばかりでなく，機械化による生産性向上を制約し，したが

って林業経営自体の存続が困難となり，林業労働者の参入・定着を妨げる要因と

もなっている。要するに，現状のままでは人工林資源を有効に活用し，その跡地

の再造林を確保することはきわめて難しいのであり,｢林業生産性の向上と人工林

資源の保続」を同時的に達成し得るような人工林資源の管理主体(林業経営主体）

の形成力塒たれるのである。

それは，自ら素材生産用の機械等を保有し，労働者を雇用し，さらに林業機械

等をフル回転し得るだけの立木伐採権（自家経営または作業受託，立木購入，林

地取得ならびに契約による長期立木伐採権）等を保有する自立林家や素材生産業

者等の林業事業体である。なお,長期立木伐採権とは,カナダBC州有林で行われ

ている立木販売契約で,10～20年以内に立木を伐採，再造林して，下刈り完了の

状態で返却する制度であり，その意味するところは昨年施行の林野三法の一つの

課題である「林業経営基盤の強化」と同じである。いずれにしても，このような

事業体の形成によって林業労働力の確保が可能となり，順調に成長しつつある人

工林資源の活用と保続が可能となるのである。

天然林材輸入の削減宣言と"じ冠の『緑の地球税迦

わが国は世界最大の木材輸入国である。国産材より安い外材を輸入するのは経

済的には合理的である。しかし，それが産地国の人々の生活環境を破壊し，地球

の環境悪化につながるとすれば決して合理的とはいえないだろう。しかもそれに

対する批判が年ごとに強まり，日本の独占的地位も，近い将来東アジア諸国の経

差aL管・4淫坪qk池兵さZg到一，全よ垂．河.上 “……迩墾…錨一~k其…“吟淘報
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済発展によって危うくなるとすれば，環境破壊の遠因となる天然林産材の輸入を

できるだけ少なくすべきである。

外材輸入を減らすにはどうしたらよいか。外材の価格を上げることであり，そ

のために以下に述べる「緑の地球税」を創設することを提案したい。それは，外

国の天然林に起源を有する木材および木材製品に課税し，輸入木材製品等を国産

材以上に高くすることによって，外材輸入量を削減することを目的とするもので

ある。そしてその税収入は，すべて諸外国における森林の造成．維持および森林

に関する教育研究のためだけに使われる。国内では1銭も使わない。これは国内

の林業や林産業を保護するためのものではない。

同じような考え方は，炭酸ガスによる地球温暖化を防ぐために石油および石油

製品に課することが考えられている「炭素税」や「環境税」の構想にも見られる。

また,1992年の地球サミッ1，で「持続可能な森林経営」をキーワードとする森林

原則声明が採択され，これによって「持続可能な経営が行われている森林から生

産された木材のみを貿易の対象とする」ことを目標に，国際的に「持続可能な森

林経営」についての定義・指標づくりが進められているが，これも同じ考え方に

よるものである。

わが国は，森林の持続的経営と地球環境の保全のために，「緑の地球税｣を創設

し，外材輸入量を削減することを早急に宣言しなければならない。外国の森林を

収奪しつつ国内の森林資源を温存することから，国内資源の積極的な活用によっ

て外材輸入量を削減し，地球の環境保全に寄与する方向に，政策を転換すること

を明らかにし，実行すべきである。「緑の地球税｣は，そうした政策転換の象徴と

して位置づけられるものなのである。

＜完＞

林業技術間o.65919W2
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艤蕊議厩壌鋳蕊瀞肇蕊"織鍵溺灘瀞づくゥ彪癒〃で
玉磨かざれば光りなしの格言は，最近スギ材に適用されそうな世相となりました。国産材の
命運を左右する木造住宅市場に乾燥材を求める声が高まりつつあるからです。大手ハウスメー
カーの動向は，山元から伐り出された材は，乾燥なしには不採用とし，輸入製材品あるいは集
成柱材に依存しはじめています｡焦眉の急となつだ国産乾燥材の供給体制づくり－製材･加
工業界の努力だけでなく山元での生産段階からの取り組みが重視されています。

国産材の乾燥材供給
体制づくりに向けて

尼．■－

ｰ

森林総合研究所木材利用部加工技術科長
F唾

1．はじめに

国産材の主たる用途は建築用であるが，最近は

これに乾燥材を求める傾向が強くなっている。住

宅生産の合理化や工期短縮の目的から，プレカッ

トや部品の工場生産化が進んでいることと関係が

深く，また建築様式が和風から洋風へと変化し，

従来の真壁工法から柱が内部に隠れる大壁工法へ

と変化していることも大きく影響している。建築

用材に未乾燥材を用いると，部材の寸法変化によ

って組み立てが効率的に行えないだけでなく，建

築後様々なトラブルが発生する。こうしたことか

ら大手住宅メーカーでは，乾燥材の使用を標準と

する所が増えてきており，さらには集成材に切り

換える所も多くなってきている。

国産材の乾燥は昭和50年代の後半から始まり，

初めは乾燥によって付加ｲili値の上がる高級材，す

なわち役物のヒノキ柱材や造作材などが主であっ

た。最近はスギー般材や梁桁用材にも乾燥材が求

められるようになったが，これらの材は相対的に

乾燥に時間がかかり，乾燥コストも高くつく問題

点がある。このため，乾燥材の生産量はわずかで，

住宅メーカーが乾燥材を求めようとしても量的に

まとめて入手することが困難な状況にある。そこ

で，この対応策として乾燥の必要な部材には集成

材を使用する傾向が強まっている。

最近でこそ好調な建築需要に支えられて国産材

の売れ行きは良好であるが，少し前までの状況を

考えると，早晩未乾燥材の需要は厳しく減少する

久田卓興（ひさだたくおき）

ことが予想される。スギ造林木の需要拡大が緊急

の課題となっているが，そのためには今から乾燥

材の生産体制を確立しておくことが重要である。

2．乾燥材生産の現状

わが国で住宅等に使用される製材品の量は，輸

入製材品と国産製材品とを合わせて約3,700万㎡

あり，このうち70%が国内産である。しかし，国

内産製材のうち約60％は輸入材を用いたもので

あるため，結局のところ国産針葉樹材を原料とし

た製材品の量は約1,000万nfである。すなわち，

住宅用資材としての木材は，製品として輸入され

る製材品，》愉入原木による製材品，国産材による

製材品の3者が競合関係にあり，さらに最近はこ
くだぱしら課

れに輸入ラミナを用いた集成管柱が加わってき

て，国産材の利用は極めて厳しい状況に置かれて

いる。

近年，住宅用資材として木材の乾燥が重要視さ

れるようになったが，輸入材は2×4用材がほぼ

全堂人工乾燥され，再割厚材や板材の多くも乾燥

して輸入されるため，全体の約1/3が人工乾燥材

である。一方，国内で生産される製材品のうち乾

燥材の比率は約6～8％で，量的には国産材製材

と輸入材製材とを合わせて200万m$くらいではな

いかと推定される。

針葉樹製材の乾燥は，かつては天然乾燥による

のが普通であったが，これでは建築サイドの要望
こた

に応えることが困難であるため，最近は人工乾燥

施設を導入する企業が増加している。現在，乾燥

林業技術No.6591997．2
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写真乾燥材の生産現場

施設の数は全国で約8,000室,収容材積は約12万

㎡と推定され，このうち約4割が建築用針葉樹材

の乾燥に使用されていると思われる。乾燥方式と

しては蒸気を熱源とする装置が最も多く，全体の

約75％がこの方式である。5～6年前までは電気

をエネルギー源とした除湿式の装置もかなり普及

したが，最近は導入例が少なくなっている。乾燥

材の要求がスギー般材や，断面の大きな梁，桁な

どにも及んできて，乾燥時間の短縮や大量処理が

課題となり，乾燥温度の高温化，設備の大型化が

進んでいる。また，乾燥コストの低減を目的とし

て，煉煙式，燃焼ガス式，温水式，電熱ヒーター

式などいろいろなタイプの装置の導入が始まって

いる。

3．木造住宅における乾燥材の必要性

住宅メーカーが乾燥材を必要とする最大の理由

は，クレームの減少である。未乾燥材を使用して

いたのではクレーム対策についていけず，経費が

かかることが明らかになってきたためである。木

材は乾燥するにつれて収縮し，これとともに狂い

や時には割れが発生する。このため，あらかじめ

乾燥しておく必要がある。かっては乾燥の目的と

して割れの防止に主眼が置かれ，このことは今で

も見え掛かり材については言えるが，見え隠れ材

についてはしだいに考え方が変化してきている。

割れよりも寸法変化の少ないことが重視される傾

向にある。住宅クレームで多いのは，建具の不具

合，クロスの切断やしわ，壁の凹凸，床鳴りなど

であるが，これらはすべて部材の寸法変化によっ

て生じる。部材のプレカットやパネルの工場生産

が進むにつれ，寸法精度が高く，これが長い間変

化しないことが必要条件になってきた。

4．最近の乾燥材生産技術の動向

乾燥材の生産方法として現在主流になっている

のは，蒸気式乾燥機を用いる方法で，これは世界

的にも同じである｡わが国では全設備の約75％が

この方式であるが，最近5年間に限れば約85％

と，さらに蒸気式への集中が進んでいる。特にス

ギ材の乾燥が話題になった2～3年前からは，蒸

気式でしかも従来の装置よりも高温条件がとれる

ものに人気が集まっている。表①はスギ心持ち柱

材の乾燥を対象にした各種乾燥法を挙げたもので

ある。

除湿乾燥は天然乾燥に替わる簡易な乾燥法とし

林業技術No.6591997.2
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表①スギ心持ち柱材の各種乾燥法の比較

度
の
温
で

処理時間

（日）

処理後の

含水率(％）

乾燥コスト

（円/m3)
乾燥方式 特徴・問題点

天然乾燥 常温 割れやすい，広い土地が必要 60-150 20-40 不定

(土地代による）

10,000

9,000

7,500

除湿式

蒸気式(一般）

蒸気式(高温）

35－50

50-80

100-130

扱いが簡便，長い時間がかかる

標準的，さらに時間短縮が必要

乾燥が速い，操作が難しい，設備
の耐久性に不安がある

前処理用に適する，仕上げ乾燥に

時間がかかる

燃料費が安い，品質管理が難しい

急速乾燥できる，設備費が高い

15-30

10-14

2－3

０
０
０

４
３
３

一
一
一

０
０
０

２
２
２

蒸煮・減圧 110-35 0．5＊ 50-80 3,500*

漂煙式

高周波・減圧

100-150

95－35

3＊

1＊＊

０
０
６
４
一
一
０
０
３
２

2,000*

7,500＊＊

＊このほかに仕上げ乾燥のための時間および経賀が必要

＊＊人工乾燥の前後に各々7～10日間の天然乾燥が必要

予備乾燥が注目されている。高温の蒸気で加熱し

たのち減圧する方法や，乾燥前に強い力で木材を

圧縮する方法，葉枯らし材を活用する方法，天然

乾燥をうまく活用する方法，大型の予備乾燥機を

用いる方法，高周波加熱と減圧を用いる方法など

いろいろな方法が検討されている。

5．スギ材乾燥の問題点と対応策

スギ材乾燥の最大の問題点は，乾燥コストを低

く抑える必要があることである。ヒノキや高級造

作材など材illiの高い木材は，乾燥コストを掛ける

ことによってこれを上回る付加価値の高い製品と

して販売することが可能であるが，スギの場合は

ベイツガと並んで従来から価格の安いことが一つ

の特徴とされてきたため，乾燥コストの上乗せが

難しい状況にある。現在，スギの乾燥コストは市

場では1nfあたり1万円程度といわれている。こ

れはスギの乾燥材に掛けられる経費が1万円まで

という意味でもあり，輸入材や集成材など他の建

築資材との経済バランスの上ででき上がった数値

ではないかと思われる。実際の必要経費はこれよ

りかなり多く，このギャップを埋めることができ

ないかぎり，スギ材乾燥は進まない。

スギの乾燥コストがどのくらいかについては，

いろいろな意見があるが，表①に筆者の試算値を

示している。ただし，この数値は設備費，エネル

ギー費，燃料費といった直接的経費のみを示して

て登場し，一時は乾燥機メーカーが何社もひしめ

く活況を呈した。使いやすさと材がきれいに仕上

がることから，主にヒノキの乾燥や高級材の乾燥

に好んで使われている。しかし，最大の問題点は

乾燥に時間がかかることである。

蒸気式は適用範囲が広く，経済的にも優れてい

る特徴がある。しかし，蒸気式といっても装置の

タイプや性能は様々で，乾燥の対象とする樹種や

材種によって必要な性能が異なり，また使い方に

よっても大きな差が生じてくる。適用する淵湿度

条件，設備の大きさ，ボイラ燃料の種類などに応

じた正しい知識が必要とされる。最近人気の高温

型の乾燥機は，急速乾燥が可能な点で魅力がある

が，技術的には使い方が難しく，品質の安定した

材をコンスタントに生産していくには，かなりの

管理技術を必要とする。

乾燥の前処理用のほか普通の乾燥機としても用

いる目的で，煉煙式の装置が一部で使われている。

装置としては古くからあったが，最近は燃焼方式

や風の循環方式にいろいろな工夫力xされている。

廃材を燃料として利用するため乾燥コストを安く

できることが最大の特徴であるが，乾燥材の品質

を一定にコントロールすることが難しい問題があ

る。

乾燥コストを下げ，しかも短時間で乾燥材を生

産する目的で，最近は乾燥の前処理技術あるいは

林業技術斑o､6591997．2
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表②スギ心持ち柱材の乾燥コスト低減策

目標 対応策

乾燥処理時間の短縮

急速乾燥技術の開発，水分移動性の改善乾燥割

れを少なくする木材の改質，葉枯らしおよび原木

乾燥の活用，天然乾燥の活用，予備乾燥法の活用

エネルギー費の低減
廃材燃料の利用，装置の熱効率改善自然エネル

ギーの活用，廃熱の利用，送風装置の改良

自動化・省力化
桟積み・桟ばらし機の開発，材料選別・仕分け機

の開発，乾燥機の自動運転，廃材燃料の自動処理

乾燥による不良品発生

率の減少

乾燥割れおよび狂いの防止技術の開発，材料仕分

け方法の検討，作業標準の確立

おり,実際にはこのほかに土地代,金利,収縮や狂

いを見込んだ製材時の寸法歩増し,乾燥後の不良

品のハネ,寸法仕上げの経費などが必要である｡高

品質の乾燥材を生産しようとすれば,実際には表

①の試算値の約2倍近い経費が必要なはずである。

スギの乾燥コストを下げるための方法として，

表②のような対応策が考えられる。

6．これからの乾燥材生産の進め方

国産材の利用拡大を図るための乾燥材生産にお

いて今後必要なことは，品質や性能の優れた乾燥

材を，低IIli格でコンスタントに供給していくこと

ができる体制づくりである。そのためには乾燥設

備および処理技術の改良を図るとともに，十分な

処理能力を持った乾燥設備を，全国に広く普及さ

せる必要がある。

乾燥材の生産技術については，近年スギ心持ち

柱材を対象としていろいろな取り組みが行われて

いるが，この中で実用的に筆者が注目している技

術としては､高温乾燥技術と高周波加熱減圧乾燥

技術がある。この二つはいずれも乾燥速度が速い

特徴があり，乾燥材の大景かつ安定的な供給に適

している。木材乾燥は特に柱材のように断面の大

きなものになると，他の加工プロセスに比べ所要

時間が格別に長くかかる。したがって同一量を処

理しようとすると，設備の量とそのスペースが多

く必要になる。製材工場が乾燥材の生産比率を高

めていこうとするとこの問題に直面する。このた

め急速乾燥は必須の条件であると考える。

林推技術No.6591997.2

高品質の乾燥材生産と乾燥コスト低減は，これ

を両立させることは難しく，いずれかを優先させ

る必要がある。現在，高温乾燥では品質が，また

高周波加熱減圧乾燥ではコストが問題とされてい

るが，今後は製品の品質の限界をどこに定めるか

によって両者の優劣が決まっていくと思われる。

乾燥コストを低く抑える方法として古くからあ

り，依然として有力な方法は天然乾燥である。特

別の設備が不要で，自然エネルギーを使うため経

済的である。しかし，問題は時間がかかることと，

大堂生産するには広いスペースが必要なことであ

る。この対策としては立体式の天乾施設を作るこ

とによって，狭いスペースに多量の木材を収容で

きるようにすることと，地価の安い地域に天乾ス

ペースを確保することである。

乾燥材供給基地の整備について，現在，筆者が

考えている方法は，前に述べた急速乾燥法とこの

天然乾燥法とを組み合わせる方法で，これを物流

システムの流れの中で実現する方法である。人工

糖燥の処理時間と経費を必要最低限にIIIIZ,しか

も確実な品質の乾燥材を一定期間内にユーザーに

提供できるシステムの構築である。この実現のた

めには，正確な技術資料の蓄積と，繊密な計両が

必要とされるが，微力ながら最大限のお力添えを

したいと考えている。

＊管柱（くだぱしら)＝木造建築では，柱材の川途は，

建物の角々にたてる「通し柱」とそれ以外に使われ
る「管柱」に区分される。国産材の多くは管柱に利
用されている。（編災部）
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醗篝割 風塵鍬棄瀞乾穰〃の洪溺漱劒づくり仁向〃て

スギ乾燥材と市場の動向

1．乾燥材の動向

最近スギ並材の乾燥についての関心が急速に高

まっています。スギ並材の乾燥については特にコ

スト低減，品質面について研究され，新しい手法

が提唱されています。しかし木材業界の乾燥への

取り組みには，大きな差があります。現在のとこ

ろ，きちんとした乾燥材はわずかに6％しか供給

されていないといわれています。しかし最近のさ

まざまな傾向を見るとき，国産材も乾燥にきちん

と取り組まないかぎり，これ以上の需要は伸びな

いという兆候が見られます。

その最も大きな兆候として，現在，構造用集成

材の使用が急速に伸びています。最近のニュース
〈薦噸しら

によりますと，月間約300万本あまりの管柱の需

要に対し，80万本近い集成材管柱の供給がなされ

ているとのことです。近年外国でも，わが国の1illl

組工法向けの管柱をつくる工場がいくつもできて

いるといいますし，国|ﾉ1の工場も現在相当鍬の受

注残を抱えていると聞きます。

これだけ短期間のうちに，！|111組工法の管柱のか

なりのシェアが集成材に移ったということは驚く

べきことです。もしこの傾向がさらに進むならば，

従来柱主体といわれているわが国林業としては，

これはよほど真剣に推移を見守ると同時に，場合

によってはそのあり方を抜本的に考應しなおす必

要もあると思われます。

さてスギの心もち柱をきちんと乾燥することは，

従来，技術的にも，コスト的にも困難とされてい

ました。

加えて国産材製材工場は比較的小規模なものが

多く，乾燥を含めた高次加工の体制を整備してい

ないのが現状です。また大半の国産材工場が主と

して相手にしている工務店等は，乾燥に付加価値

を認めていないのも現実です。

匡一

山佐木材株式会社代表取締役

佐々木幸久（｛(ささきゆきひさ）

それやこれやでスギの質の高い乾燥管柱の供給

が，現在，住宅供給においてしだいに受注のシェ

アを伸ばしつつある住宅メーカーのニーズに結果

的に対応できず，国産材の現在にある意味で見切

りをつけ，技術面，品質面で対処でき得る集成材

にその対応を求めたものと思われます。

2．住宅メーカーと国産材メーカー

乾燥の観点から国産材のマーケットを見たとき，

ユーザーにより，①明確に乾燥材を要求するユー

ザー，②全く乾燥材を要求しないユーザー，③ケ

ースバイケース（使用部位，客先の要望により)，

と分かれます。納入側の乾燥の取り組みは，納入

する相手側のニーズに大きく影響されます。すな

わち，乾燥材を要求しないユーザーに納入してい

る木材業者は当然ながら乾燥について取り組む必

要性を感じません。

製品｢ii場（面接もしくは木材店経由で）から製

材を調達している工務店は，従来のその施工手法

から現時点では，乾燥材へのニーズをあまり感じ

ていません。この製品市場主体に納材している地

場製材工場では乾燥についての関心，意欲が薄い

のはある意味で当然です。

ところで，構造用集成材の使用が非常な勢いで

伸びているのは先ほど述べたとおりです。製材に

ついても米材国内製材大手が乾燥材供給に取り組

み始め，急速にその流れになってきました。

これは，

l.乾燥材，集成材を従来から使用している住

宅メーカーが受注を伸ばしている。

2乾燥材，集成材を新たに使用する住宅メー

カーが増加している。

という現実があるからにほかなりません。

現在の約70万戸の戸建て木造住宅のうち，25

林業技術No.6591997.2
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万戸がプレファブならびにツーバイフォーであり，

15万戸がプレカット等合理化された軸組工法で

あるといいます｡残り30万戸が従来の軸組工法で

あり，これを支えているのが工務店ですが，この

部分が最近急速にほかのもろもろの工法におびや

かされているということです。

昨年は住宅受注が大幅に伸び，その結果，木材

業界も久方ぶりに活況を呈しました。短期的には，

金利や融資枠の増加など政策により増減を繰り返

すでしょうが,長期予測(日経ベンチャー'96.1月

号，三菱総合研究所）によると，住宅着工戸数は

2000年前後より減少に転じ,2050年には年間42

万戸になり，工務店の半分以上が減少すると予測

しています。

別の予測でも，2010年代には100万戸を割ると

しています。比較的ゆっくりではあっても，住宅

の需要が減少していくことは間違いないようです。

現在の国産材の最大のユーザーである工務店

(特に零細の)がその影響を最も受けることは間違

いないといわれています。

3外材と国産材の現況

国産材の資源充実を踏まえ，国産材時代到来と

一時期いわれながら，輸入材の増加は止まりませ

ん。

もちろん円高が一つの大きな要因であることは

疑いをいれません。最近やや円安に振れていると

いいながらも，日本経済の総合的な実力からいく

と，今の円相場はまだ高すぎます。かつ，産業に

より体力，体質ともに格差が激しく，国内産業間

の生産性の差は70倍あるとまでいわれています。

林業技術No.6591997.2
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国産スギ材使用（スギ集成材によるフレーム，乾燥スギ板
による外壁等）の校舎（鹿児島県入来町副田小学校：左写
真）と当社の下住工場

トップグループの活発な商行為が円高を招き，そ

の分競争力の低い農林業などが割を食っているこ

とは間違いありません。

日本向けの輸出を行っている欧米の木材会社を

視察してみて，彼らはマーケティング力，研究開

発力そしてそれを裏付ける資本力と生産技術，そ

ういう近代産業として必要な力を持っていると感

じました。

彼らは豊富で優良な素材があるときは，もちろ

ん強い競争力を持っていました。しかし優良な素

材が減少した段階になると，例えばMSR(機械等

級区分）という概念を生産現場に持ってきて，そ

れなりの競争力を紺寺し続けました。

わが国林業は急傾斜地が多いなどさまざまな制

約条件があることは事実ですが，いま少し国際的

な競争力を高めるための努力は続けなければなら

ないと思います。

その一つとしては，わが国の研究体制のことで

す。以前アメリカのウェハウザー社に行ったとき，

そこの研究所に案内してもらいました。職員700

名のうち研究員400名という規模に驚きました。

わが国でも研究者の総数としては決して引けをと

らないと思いますが，国と県，県と県，大学と大

学(大学の中でも学科と学科)，大学と試験場，試

験場と試験場（工業系と林業系）など，あまりに

も分散し，細分化しています。これは既存技術の

教育，普及には便利でも，技術革新の原動力にな

りにくいきらいがあります。また教育面でも，木

造建築はわが国では大切な役割を果たしているの

に，大学の建築科では木造の講座および授業時間



は大変少ないと言わざるを得ません。私の年若い

知人が，さるヨーロッパの大学の建築学科（大学

院）に留学しました◎木構造で世界的に著名な先

生のいる教室ですが，そこでは山林実習からスタ

ートするとのことでした。木造建築を究めるなら

そこまで行くべきでしょう。研究の仕組み，教育
こた

のカリキュラムについて，企業のニーズに応えよ

とは言いませんが，少なくとも社会のニーズには

応えるべきです。

4．国産材の今後

スギ並材の乾燥が普及しない原因として，従来

いくつか理由が挙げられています。

1．化粧材と違って心持ちであるがゆえに割れ

が入りやすい

2．含水率がもともと高く，ヒノキに比べ抜け

にくい

3．しかも育った場所，樹種により含水率にば

らつきがあるので均一に仕上がらない

4．何よりも並材であるがゆえに価格が安く，

乾燥にコストと手間暇をかけるわけにはいか

ない

これらについて研究者や実務者の意見，同業の

院庄林業㈱池田和行氏（岡山県津山市）の意見等

をまとめると，低コスト高信頼乾燥の方向の1つ

として次のようなノウハウを積み重ねていくこと

が重要と考えられます。

1．予備乾燥や，初期含水率に基づいて2～3

＊

繕雷際乾燥材情報コーナー鶴

＊
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段階に予備選別する等の前処理を行う

2．乾燥期間を短くするため，通常使われてい

るよりも高温タイプの乾燥室を使用する（な

お，この点ではいろいろ課題を残す）

3．大型（大容量）で，目的を絞った低コスト

乾燥設備の建設

4．大型化による仕上がりのばらつきを少なく

するため，設備の改善および場合によっては

含水率測定をし，乾燥が十分でないときは再

乾燥する

国産材の将来を見るとき，その最大のユーザー

である住宅，建築の動向に十分な目配りをしなけ

ればならないことは言うまでもありません。

おそらくさまざまな予測が言うように，短期的

には別として，長期的な住宅の需要は漸減の方向

へ向かうことは間違いありません。そしてその大

半の住宅供給を担うのは，激しいマーケティング

の競争を続けながら，合理的に住宅の品質を追求

している大手住宅メーカーと§年数十棟の受注を

している地域ビルダーと呼ばれる住宅供給者であ

ると思われます。これらの住宅供給者が望む製品

を望む価格で供給する体制を整えるというのが，

国産材メーカーの直面する課題であろうかと思い

ます。

(別榊繍謙識瀞鞭i職，躯）
＊

灘繍繍鍵鍵灘灘雛鍵鍵鍵
…

<研究発表〉（10：30～12:10)

①スギ柱材の効率的乾燥と強度性能（富山県林業技術センター・橋本彰)，②スギ平角の人工乾燥試験（徳
島県林業総合技術センター・仁木龍祐)，③トドマツ人工林間伐材を用いた枠組壁工法部材の製造技術（北
海道立林産試験場･工藤修)，④スギ中径木材を用いた内装材（フロア材，壁材）の開発(福井県総合グリー
ンセンター・石森英次)，⑤カラマツ需要開拓の経過（長野県林業総合センター・吉田孝久）

<特別講淡〉（13：30～14：30）
「これからの木材流通戦略一一乾燥とスケールメリット」中国木材株式会社代表取締役堀川保幸氏
くパネルディスカッション〉（14：30～15：50）
①コーディネーター北海道立林産試験場場長山本宏，②パネリスト特別講演講師，都道府県代表，
林野庁林産課・木材流通課・研究普及課，森林総合研究所

※問合せ先：事務局（長野県林業総合センター)a0263-52-0600

林業技術No.65919W2



14

齢集レ 国産釘棄稼壷蕊〃の撰鰐撚捌づくダ仁向〃て

山元での乾燥材供給の体制づくり
一一

fgh
＝

一ドライログ推進の意味と対策

1．今，なぜ，乾燥か－乾燥材にあらざれば，

製材にあらずは，極言か？

平成7年7月1R,わが国で初めて製造物責任

法が施行された。当時，木材業界における認識向

上のため,㈱全国木材組合連合会では，『製造物責

任法・木材産業版マニュアル』を作成したが，そ

の準備のため，木材業界の製材業から流通業まで

の幅広い業態における事故・クレームについて，

平成6年秋にアンケーl､を行った。そのときの回

答(147社)によると，製材の折損が4件，残りの

60件のクレームのうち，割れ，曲り，反り，ねじ

れ，収縮という乾燥に関連するものが32件（53

％）と過半数を占めており，これは乾燥さえ十分

であれば，クレームは半減するということになる。

製材需要の最大分野である木造住宅建築におけ

る4大クレーム，すなわち｢建具の不具合」「クロ

ス切れ」「タイル割れ」「床鳴り」の原因の大半は，

生材使用にあるといわれている。クレーム産業と

も称されている住宅業界では「ノークレーム」は

最大の課題であり，クレームをなくすことは，施

工後の補償経溌の大きさを考えると住宅業界にと

っては極めて重要なことである。

乾燥材の利点としては，①寸法や型が変わらな

い，②強度が増す等のことから，③乾燥に起因す

る多くのクレームがなくなるとともに，住宅の気

密性，保温性が良くなる，④工期が短縮され，費

用が少なくてすむ，等が挙げられ，大阪で木造建

築を多く手がける設計家の三澤さん(M'S建設設

計事務所）は「住宅のl耐震，耐久性は住む人の安

全，命を守る財産であり，そのために何が必要か

を突きつめていくと乾燥材にゆきつく」と言って

おられる。

住宅に使用する製材の乾燥経費は．建築費の1

林業技術No.6591997．2

細全国木材組合連合会相談役

両谷嘉壽夫(I(にしたにかずお）

～2％程度であり，上記の利点のほかに，長持ち

すること等を含めると，乾燥材使用のトータルメ

リットは計り知れないことから，大手，中堅住宅

メーカーでは，積極的に乾燥材への要求を高めて

いる。

このようなことから乾燥等の性能に信頼度の高

い集成材等のエンジニアリング・ウッド(EW)

が未乾燥の製材柱等に代わり，多用される傾向が

強まっているほか，現在，建設省（建築審議会）

で検討されている建築基準の性能規定化の具体化

に伴い，この傾向はますます高まると思われ，今

後は未乾燥材の商品価値は急速に低下するのでは

と危倶される状況にある｡｢未乾燥材は製材とは言

えない時代が来る」とさえ言う人がいるが，あな

がち極言とは言えないと思われる。

2．国産材乾燥が進まないのは－テンポの遅

い国産材乾燥

わが'五lの戦後植栽の人工林の蓄積は着実に増加

しており，近い将来，全国的に大量の針葉樹材が

利用できるようになると見込まれているが，その

ときに外材や非木質建材との大競争に勝って消費

者に選択され使ってもらえるようになるためには

解決すべき問題点は多い。要約すれば，質・量・

価格の安定を通じ，ニーズにあった良質のものを，

できるだけ安価に提供できるかどうかである。

そのうちの，質の問題の一つが乾燥である。木

材を使う側から見た乾燥材の必要性は前述のとお

りであるが，現在の国内製材品における乾燥材の

生産鐘は，林野庁資料によると，平成6年，わず

か6%(1,656grm$)で，極めて不十分な状況にあ

る。

国内製材品の乾燥が進まない理由として生産者

側の言い分は，①乾燥コストが価格に転嫁できな
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い，②乾燥技術面で，特にスギの乾燥は難しい，

等が挙げられ，また，ユーザー側の問題として，

①乾燥希望の声が少ない，②乾燥材は色つやが悪

く，新鮮材を求める，等が挙げられている。

後段のユーザー側の問題は，前述のように，大

手～中堅住宅メーカーはクレーム防止のため確実

に乾燥材指向であり，本問題はどちらかといえば，

中小の地場メーカーに多い声と思われ，工法・工

期等とからみ，逐次，乾燥材指向に変化していく

ものと思われる。

問題は，生産者側のコスト転嫁とコストダウン

である。モノ余り時代の現在，ユーザーの選択に

残ることがモノ作りの基本であり，製材の将来に

とって乾燥は避けて通れない以上，これらの課題

は早急に解決しなければならないし，また，先進

的企業の取り組みから見て解決できるものと思わ

れる。

まず，コスト転嫁について，住宅メーカーとし

ては，現在使用されている集成材価格との比較に

おいて，含水率の保証された製材が安定的，定時

に供給されるのであれば，相応のコスト負担は可

能と言っており，現に米松大手製材工場の人工乾

燥材が相当量流通しはじめていること等が，これ

を実証している。また，乾燥が特に難しいと言わ

れている国産スギ並材の乾燥コストの低減につい

ても，岡山県の国産大手製材工場等ですでに克服

されているが，一般的にはこれから本格的に取り

組むことになる。

乾燥低コスト化への取り組みとしては，①省エ

ネルギー，低コスト大量処理施設の開発，②人工

乾燥前処理技術の開発，③各種乾燥方式のシステ

ム化等が考えられるが，特に国産スギの場合には，

3ドライログの生産･メリットー環境条件に

あった工夫により期待できる多くのメリット

陸I産材の利用拡大にとって重要な乾燥材の合理

的な生産供給の出発点である葉枯らし（葉付き乾

燥）作業一ドライログ生産については，国有林を

はじめ民有林でもすでに取り組みが始まっている

ところも多い。ドライログの具体的生産方法につ

いては，国有林と民有林また民有林の中でも地域

により，その方法が異なるケースがみられる。

生産方法等については，次ページにドライログ

メモとしてまとめてみたのでご参照いただきたい。

ドライログのメリットについては次のように言

われている。

まず,軽くなる(原木璽鐘が10～30%程度減る）

ことにより，①運賃が安くなる，②集材能率が上

がる，③トラック過積載対策になる，④製材工程

等で丸太の扱いが容易となり，労働力轆減，安全

作業に有効である。

材質が向上する。①色やつやが良くなり，中に

は2～3番玉も一等級高く評il1iされる効果がある，

②カビが生えない，③徳島県の調査によると，ね

じれ，反りの狂い等が少なくなる等のほか，プロ

セッサーによる作業の場合に皮がめくれず，価値

を下げずに処理ができたという報告もある。

人工乾燥の前処理（予備乾燥）効果が高いこと

である。表①のような人工乾燥コスト軽減効果が

報告されている。乾燥上，注意を要するのは，葉

枯らしにより含水率が低下するのは辺材部であり，

心材部の含水率はまだ高いこと(表②を参照)，俗

に「葉枯らし乾燥」と言われるが，これは本物の

乾燥ではなく，乾燥処理の一部である，というこ

表①心持ち柱材(12cm角)の含水率と院態舞経喪（鷲見1988)

①．②とともに，③の各種方式の組み合

わせ，山元でのドライログ（葉枯らし，

葉付き乾燥作業により生産された丸太）

生産，天・人乾燥の組み合わせによる材

種別，用途別の乾燥システムを作り上げ

ることが重要であり，ここに，国産材利

用拡大のための乾燥材供給促進の一翼を

担う山元の重要な役割がある。

乾燥経費

(円/Wf)

含水率

範囲側

乾燥日

数旧）
備考率

6800～7900

4500～5600

12～14

8～10

ヒノキ(生材）

ヒノキ(サンドﾗｲ）

０
５
７
５
－
－
５
０
４
４

含水率20％まで

11200～14000

7900～9600

スギ(生材）

スギ(サンドﾗｲ）

80～150

70～100

20～25

14～17
含水率25％まで

(参考文献1より）*電気式含水率計による

林業技術No､6591997.2
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トミライログメモ「貰獅r緬庁瀧礁桔乱伽薙:販誇にう碇｡一一一一
2．熊本営林局「陰ライログ生産の手引き書」

3．徳島県農林水産部林業総合技術センター｢葉枯らし乾燥材」
（パンフレット)，ほか

■ドライログ（葉枯らし乾燥材・葉枯らし材・葉干し・渋抜き）

伐採した樹木を枝葉・樹皮をつけたままの状態で林内に一定期間置き，葉からの蒸

散作用により自然乾燥させた材。主に初期含水率が高いスギ材乾燥の前処理方法とし

て適用されている。所要の自然乾燥後の含水率はスギの場合で生材時の半分近くまで

低下し，重量は生材重量の7割程度に減少する（主に辺材部の乾燥が著しい)。

高品質乾燥材へのニーズが高まっているなか葉枯らし乾燥材は，人工乾燥の所要時

間の短縮・乾燥コストを下げるなどの効果があり，製材加工業界や設計・施工側の関
心が高まっている。

※熊本営林局管内では，平成8年度からスギ全ての林分をトミライログ生産の対象とし
ている。ヒノキについては「割れ．ひび割れ」「やけ（白太部分の変色)」等が発生

するので原則として実施していないが，高齢級等の良質材を対象に冬季に限ったトミ

ライログ(篝切り材)生産は実施されている（11月中旬～1月中旬伐倒。処理期間

は70～90日。凍結により乾燥効果が低下する厳寒期は避けることとしている)。

※葉枯らし効果(含水率）については，表②の報告がある。またスギ生材･玉切り材・

葉枯らし材の含水率比較では，伐倒時(生材)133％のとき，玉切処理(乾燥72日）
で127％，葉枯らし処理（乾燥72日）で63％との結果がある。
※木材含水率は次式で表す。

c■毎一一一一一一F●‐●今マーー÷●●‐今争今やで守口~●｡｡■●凸｡●｡‐己寺与寺毎一今守●●●‐■■■●｡｡‐むつロ‐己や今一一一一一一÷・・一÷一勺今争や‐●今●・＝●●凸｡■＝缶■中ウ●●■

I木材の含水率(%)=[(WI-W2)/W2]×100

W,:乾燥前の木材の重量

W2:全乾状態時の重量（水分を除いた木材質のみの重量）

■生産方法等

○伐採時期

○葉枯らしの期間

○伐倒の方向

○枝払い

林業技術No.65919W2

梅雨時期を避け7月中旬～翌年4月上旬に伐倒（積雪地方は効果が低いた
め冬季期間を外す）

※林床での乾燥期間が梅雨時期にかかると虫害やカビ等が発生する恐
れがある。

枝葉を付けた状態で，国有林では40～50日間林内に置く(10月上旬～2月

下旬の時期は70～90日間)。民有林（徳島県）では7,8月伐採で約2カ

月，9．10月伐採で約3カ月，11月以降では約4カ月としている。

※含水率の低下は処理後50～60日前後まで著しい効果が見られるが，
その後は横ばいの状態となる。

国有林では作業上安全と思われる方向に伐倒。隣接する伐倒木同志の枝葉
は重ならないように倒す。民有林では尾根側への伐倒が主流。

※伐倒方向による含水率低下(重量減少)の碧梨)ないとされるが民育林

（徳島県)では鞄剛果を高めるためとじて,梢端部を峰餉にt則到し,伐

り□は{刻艮の上に乗せた方式も行なわれているq戈り□をt娠の上に残す
ためには，ロープ･ジャッキ霊3支えながら倒している)。

伐倒しだ材の枝葉は，少なくとも樹高の2割(民有林(徳島県)では3割以

上）に相当する梢端部分を残す。樹皮は付けたままとする。．

※蒸散効果の促進からは枝葉は多く残すことが望ましいが，葉枯らし

処理後の枝は乾燥すると固くなり，造材時の枝払い作業効率が低下
する。

※樹皮を取り去り葉枯らし処理すると材表面に干割れが生じやすく製
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吊価値を落とす恐れがある。

○対象木初期含水率が高いスギが主対象(構造用材となる壮齢林に適用されている)。

○葉枯らし材の認証等国有林，民有林とも「ドライログ」と名称統一する動きが起こっているが，

民有林では「葉枯らし材」の名で使っているところも多い。

※林野庁では，平成4年9月，国有林の葉枯らし材のそれまでの名称

（サントミライ）を，「トミライログ｣と改称(シンボルマークとイメージ

キャラクターは18頁に掲載)し，出材に際しては葉枯らし材である

旨のラベリングを行っている。民有林葉枯らし材についても地方公

共団体・関係業界等からの名称使用の要請に応じていくとしている。

■ドライログの利点

①重量減により運送・作業効率がアップ。

②製材過程で挽き曲がりが少なく歩止まりが向上。

⑧人工乾燥の処理時間が短縮される｡また含水率のバラツキが少なくなり人工乾燥処

理効果が高まる。

④製材品の色･つやが良くなる(黒

心が淡色に変わり，赤身が鮮明

になる)，狂いが少ない。

⑤乾燥前処理材としての市場での

有利性。

表②原木丸太の含水率（鷲見1988）

葉枯らし期間：夏，秋に50～60日間（大子営林署管内）
（参考文献1より）

葉枯らし乾燥の状況（徳島県パンフレットより）

山床に置くための金利や作業の不連続による工程

のかかり増し等で生産費が1割程度高くなるとい

う人もいるが，反面，人力木寄せや集運材能率の

向上によるコストダウンもあり，差し引き大きな

コス1､アップにならないのではないかと思われる。

ロットの大きさである。これは山元での最大の

問題であろう。少量，散発的な出材では非処理材

と混ぜて取り扱われ，効果が出ず，評mliが低くな

らざるを得ない。

技術的な工夫が必要である。例えば，隣接木と

枝葉をできるだけ重ねないように，安全に伐倒す

とである。

4．ドライログ生産促進のために－国産材,特

にスギ並材利用促進の一里塚

まず，問題点を幾つか挙げてみよう。

評価が低いことである。ドライログ生産作業が

キチンと行われているかどうかの確認が難しいこ

ともあるが，やはり一定量が継続的に出材されて

いないため，評価が低く，並材と変わらない価格

でみられがちである。しかし，工務店と提携して

産直に取り組み，評価を得ているケースもある。

コストがかかるという懸念がある。一定期間，

休業技術No.6591997.2

ヒノキ（生材）

ヒノキ（サントミライ）

スギ（生初）

スギ（サンドライ）

含水率範囲(％）

心材部

５
５
４
３
－
－
５
５
３
２

60～180

50～130

辺材部

110～180

60～110

130～230

60～130

全体

70～110

50～70

110～200

70～100
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ること，乾燥するので残った枝条の枝払いに手間

がかかること，山の向き･季節･気象条件等により

含水率低下に差が生じるので，一律の施業が出来

ないため，条件に応じた工夫がいること等である。

そのほか，梅雨時の生産を見合わせざるを得な

いなどで通年供給が難しいことや材価変動リスク

を伴うこと等が挙げられる。

次に，ドライログ生産促進のための対策につい

て考えてみよう。

(1)ロットの拡大と安定供給

このことは，国産材振興の最大の課題でもある

が，適正な評価を受け，適正な価格を形成するに

は，質・量の安定が必要である。まずは山元から

対応すべきであろう。そのためには官民合わせた

地域ぐるみの取り組みが不可欠である。特に，国

有林の安定供給（システム販売の必要条件に，と

いう意見もある）は極めて重要な役割を果たすこ

とになるが，国有林がドライログ100%生産を打

ち出していることは力強い限りである。

(2)評価の向上

ア．キチンとした葉枯らし作業を行い，含水率

低下を検証しながら品質の安定したドライログを

生産し，ユーザーから評価を受けることが必要で

ある。

イ．非処理材との区別化である。ドライログ材

であることを木口に明記したり，乾燥期間を表示

したり，市場等での別椛作りやドライログコーナ

ー設置等である。

ウ．加工メーカー等との連携である。加工メー

字は白，字の回りおよび影は黒

、

、

林業技術No,6591997．2

｜
朱色がかつだ赤(金赤）

カーもドライログの良さを十分活用してエンドユ

ーザーにつなげていく連携プレーをとる。

(3)PRの強化

官民，川上・川下等関係者が一体となって消費

者等を対象にしたドライログフェアーやシンポジ

ウム，現地見学会等を行い，できれば現物を活用

したPRを強化する。

以上のほか，ドライログ生産促進は，国産材の

振興，ひいては森林の公益的機能の向上に貢献す

ることから，民間の自助努力を超える部分につい

ては，可能な限りの公約助成措置が切望される。

5．しめくくりとして－川上，川中ともにドラ
イログ促進は生産者自身のためであるとの認

識が重要

モノ作りの基本は，ニーズにあったモノをユー

ザーにできるだけ安く提供することであり，乾燥

材生産の一環としてのドライログは消費者ニーズ

に対応した商品作りの第一歩であることを認識す

るとともに，熊本県の泉氏（㈲泉林業・代表取締

役社長）が昨年開催された「ドライログ推進全国

大会（平成8年10月23日)」で報告されたよう

に，ドライログの生産は林材関係者にとり，自分

のためのものであると思って実行することが極め

て重要である。

森林所有者は，森林造成の最終段階である丸太

生産の総仕上げのための重要な手段であること，

素材生産者は，労働安全や雇用対策等の総合的労

|勤コストの1つとしてとらえ，また，製材加工者

は，国産製材がこの世から消えないための重要な

露枩＜jも

国有林葉枯らし材一ド

ライログのシンボル

マーク（左）と国有林
ドライログのイメージ

キャラクター（乾太〈
ん）
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ド ライログ推進全国大会宣言i

近年，国内の森林資源が成熟期を迎えその供給力が高まる中で，需要サイドミではプレカット
材の普及や住宅生産の工業化が急速に進展してきています。

i再生産可能で，しかも国土保全に重要な役割を果たす国内森林資源の整備と環境にやさしい
木材の利用を積極的に進め，わが国に古くからはぐくまれてきた「木の文化」の維持発展を図
るためには，川上から川下までの関係者が一丸となって，乾燥材の安定供給に取り組むことが；
日本の林業にとって最大の課題のひとつとなっています。 ：

このような認識にだって，私だちは本日の「ドライログ推進全国大会」の開催を契機に，今
後供給量が大幅に増加しわが国を代表する樹種でありながら，乾燥材の供給に課題の多いスギ；
材の全量ドライログ化に向け，次の取り組みを行うことを宣言します。 ：

：
1．民有林・国有林関係者が一丸となってスギ・トミライログ材の生産・販売の安矧上と大ロッ ；
ト 化に取り組みます。i

l・トミライログの生産技術の向上と各種の試験データの集積に取り組みます。
i

1．生産者とユーザーが協力してドライログ材のPRと付加価値向上に取り組みます。
；

平成8年10月23日全国素材生産業協同組合連合会 i
i

全国木材組合連合会；
代表有馬宏i
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▲ドライログ推進全国大会宣言初のドライログ推進全国大会が，平成8年10月東京で、全素協･全木
連・林野庁共催，国土緑推等の協賛のもと開催された。事例発表・パネルディスカッションに続いて
大会宣言が採択され，スギ乾燥材生産に向っての取り組みを新たにした。

手段の1つであること等’すべての関係者それぞ

れがドライログ生産は自分自身のためでもあるこ

とを明確に認識し，座して需要の減退を待つこと

なく，外材等との競争に勝てるようドライログを

活用した国産材の安定供給を実現していくことが，

今ほど求められている秋(とき)はないと思われる。

【参考文献】

葉枯らし乾燥：㈹全国林業改良普及協会編,昭和60年

すぐに取り組もう木材乾燥：棚全国木材組合連合会，
平成7年

ドライログ推進全国大会報告集一未定稿？林野庁ほか，
平成8年

林野庁通達r莱柚らし材の生産・販売等について」
熊本営林局『ドライログ生産の手引き蒋』
徳島県農林水産部・林業総合技術センター「葉枯らし

乾燥材」（パンフレット）

１
２

3

４
５
６

鐙国産乾燥材信報コーナー●

鋤林野庁が｢次世代型低コスト木材乾燥システム技術の開発｣技術研究組合の設立に着手(平

成9年2月4日，新規事業説明会が行われ，企業の事業参画を募集しています）

〈趣旨＞木材を効率的に低コストで乾燥する次世代の木材乾燥システム技術を開発し，スギ初

等国産材の利用の促進に資する。

〈事業内容＞（1）工程管理および品質管理のための材質測定技術の開発

木材の水分の分布状況，密度（比重）のバラツキ等の測定技術，および選別，

仕分け技術を開発する。

（2）乾燥性の改善を目的とした乾燥前処理技術の開発

乾燥を効率的に行うための木材内部の水分の通導性を良くする等の乾燥前処

理技術を開発する。

（3）乾燥処理の自動化および低コス|､化技術の開発

乾燥経過をリアルタイムに測定し，効率的な乾燥のための自動制御を行う技

術を開発する。

（4）低コスト木材乾燥システムの開発

(1)～(3)の技術を総合した低コスト木材乾燥システムを開発する。

林業技術No.6591997．2
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次世代型低コスト木材乾燥システム開発の体系

に
･乾燥前後における木材の含水率の測定技術の開発工程管理および品質管理のための

材質測定技術の開発

･乾燥前後における木材の選別,仕分け技術の開発(含水率,重量等による仕分け）

･乾燥材の品質評価・区分技術の開発

･幟圧縮（木材繊維直角方向の圧縮）による前処理技術の開発乾燥性の改善を目的とした
乾燥前処理技術の｜荊発

･濁温加熱・減圧による前処理技術の開発

局所爆砕による前処理技術の開発

その他の前処理技術の開発

１
１
１

乾燥処理の自動化および
低コスト化技術の開発

･乾燥経過をリアルタイムで測定する技術の開発

･効率的な乾燥のための自動制御技術の開発

･乾燥前処理技術等を総合した低コスト木材乾燥システムの開発

○事業実施主体：技術研究組合，○ﾈﾙ助率:1/2,○事業実施期間：平成9年度～13年度(5カ

年)，○平成9年度概算決定額（国識）：65,957千円

※技術研究組合：鉱工業技術研究組合法に基づく民間企業の共l可組織｡単独企業では開発が難しい試験研究課

題を対象に設立されてきた。これまでに林野庁関係では昭和61年から9組合が設立(現在活動しているのは

「機能性木質新紫材J「樹木生理機能性物質」「木質複合材料」「熱帯林再生」など7組合）

問合せ先：林卿庁研究辨及課技術開発惟進室（丑03-3502-8111内線6359）

鯵平成9年度より『乾燥材安定供給体制整備促進事業(新規)』がスタートします。

<趣旨〉輸入木材製品や非水質系資材との競合が激化する中で，住宅建築の合理化，建築資材

の性能規程化に対処し地域材の利用推進を図るには，人工乾燥の徹底が不可欠の要件で

ある。

このため，地域の関係者の連挑による，葉付き乾燥，荒挽き天然乾燥，人工乾燥の一

貫した実施等乾燥材の効率的，安定的な供給体制の整備を促進することにより，乾燥コ

ストの低減，乾燥材供給ロッl､の拡大を図る･

<事業内容〉①素材生産業者，製造業者，需要者を含む関係者による協議会の開催，地域における

乾燥材安定供給体制の整備に関する指針の作成

②伐倒木の葉付き乾燥から，製材品の荒挽き天然乾燥，人工乾燥までを一貫し効率的

に実施するため，地域の自然条件等に適合した乾燥手法の検討およびこれに基づく乾

燥マニュアルの作成

③乾燥マニュアルに基づき生産される葉付き乾燥材の認証および認証素材生産業者等

に対する調査，検査の実施

④森林所有者，紫材生産業者，大工・工務店等需要者，消費者への普及啓発

○事業実施主体：都道府県，木材関連団体等，○事業実施期間：平成9年度～平成13年度（5カ年)，

○補助率：12，○平成9年度概算決定額：38,044千円（林野庁林産課）
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総露欝鰯蕊鍔鋤鰯蕊揮繊鍵鰐灘瀞づ”慮陶〃で

国産針葉樹材の乾燥技術
岡山県木材加工技術センター研究員

河崎弥生 (かわさきやよい）

1．実用化に向けての乾燥技術

二十数年前の春，筆者も若者の夢を抱いて林学

の門をたたいた。そのころは，マスコミでも自然

環境の保全に関する話題が毎日のように取り上げ

られ，森林もまた時代を写す鏡として注目を浴び

ていた。入学後，さまざまな講義から林学に関す

る知識を得るとともに，論文等の作成を通して現
寸・そ

場作業も体験した。当時は，林学の学問体系の裾

野の広さとスケールの大きさに感動を覚えたもの

であった。その後，縁あって公立の試験研究機関

に奉職させていただくことになり現在に至ってい

るが，この間，学生時代に抱いていた林業に対す

るイメージと現実との間に存在するあまりに大き

なギャップに悩める日々を過ごしている。

今回テーマとして掲げる国産針葉樹材の乾燥技

術の開発・確立は，日本林業の将来を左右するキ

ーワードとして関係者に大きくのしかかっている

課題である。ここで求められているのは，実用化

が可能な即戦力としての技術開発で，そこでは経

済性の飽くなき追求が行われる。かつて筆者は，

このような視点での研究の経験を持たなかったが，

現在は厳しい現実に直面し，無力さを痛感してい

る。おそらく，筆者が感じているこのような心象

風景が，現在の林業が置かれた状況ではないかと

思われるのである。これらの状況を打破するため

に，林野庁では「林産加工体制整備基本方針」を

策定し，乾燥材生産についても目標となる具体的

な数値を掲げ，今後5年間にわたり重点的な研究

開発に取り組む計画になっている。

ここでは，国産針葉樹材の乾燥技術の現状と今

後の方向について私見を述べさせていただくが，

十分な話題提供とはなり得ないかもしれない。こ

れは，筆者が浅学の身であることと合わせて，現

在の乾燥技術自体が幾筋かの光明を見いだしなが

らも，いまだ混沌の中にあるということも背景に

あるためである。

2．主な乾燥方法と特徴

国産針葉樹材の乾燥に従来から用いられてきた

方法は主に天然乾燥であったが，木材を取り巻く

環境の変化から，現在は人工乾燥が求められてい

る。人工乾燥の主な方法としては蒸気式乾燥法，

除湿式乾燥法があり，この2つで導入室数の90%

以上を占めている')。これ以外のものとしては,高

周波減圧式，太陽熱利用式，煉煙式，弱減圧式等

が，数は少ないが実用機としての導入実績がある。

主な乾燥法の特徴を，以下に示す。

(1)蒸気式乾燥法

最も普及している乾燥法で,全体の約75％を占

める。幅広い乾燥条件(40～120｡C)を設定できる

ために，様々な樹種・材種の木材の乾燥に対応で

きる長所がある。また，設備の大型化が可能で，

乾燥能率を上げることができる（写真①)。一方，

ボイラーマンや専門的な知識を持った技術者が必

要であるという制限（短所）がある。

一
一

一
一一

一

写真①大型の蒸気式乾燥設備(M社）
大容量の乾燥室が複数導入されている
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(2)除湿式乾燥法

建築用針葉樹材の乾燥を対象に，

昭和50年代中期から急速に普及し

た乾燥法であり,全体の17％を占め

る。用いる乾燥温度が比較的低いた

めに，割れや変色などの発生が蒸気

式よりも少ない。また，ボイラーが

不要で設備費が安く，電気式である

ため操作も簡単であるという長所が

ある。一方，蒸気式と比較すると乾

燥時間が長くかかり，除湿機とのバ

ランスの関係から多種多様な材に一

台の装置で対応することは難しいな

どの短所がある。

(3)高周波減圧式乾燥法

家具材，化粧単板等の特殊な材の

乾燥に用いられてきた方法で，現在

までに約150台程度が導入されてい

る。製材品の乾燥用としても，使用

方法を工夫することによって用いら

れる可能性が高まりつつある。

乾燥速度が極めて大きく，内部加

熱方式であるため断面の大きな材の

乾燥に適する。また，概して割れや

落ち込み等の発生が少なく，桟積み

も不要であるなどの長所がある。一

方，設備賀やランニングコストが高

表①スギ材の品種別平均生材含水率2）

心材
含水率

辺材
含水率

白線帯
含水率

産地タイプ 品種名
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109

73
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〃
〃
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〃
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71

99

86

67

81

67

85

66

70

83

96

89

76

84
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96

93
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69

69

眼
識
錘
雌
眼
〃
繩
〃
〃
眠
〃
繩
杣
鉦
〃
率
繩
〃
〃
〃
杣

72

95

94

85

103

107

105

85

102

116

123

145

142

141

187

16(）

168

179

214

173

177

2()8

266

233

204

225

225

224

178

211

237

239

263

242

224

272

227

235

249
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B

北山

妖肥

〃

北山

妖肥

ミネヤマ

ガリン
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ホンジロ

1,サグロ

120

211

240

153

255

150
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272

172

273

68

72

83

68

120

〔

白線聯＝辺材から心材への移行部分

く，場合によっては加熱むらに起因する乾燥むら

が生じることがある等の短所を有する。

(4)太陽熱利用式乾燥法

エネルギーコスト自体は最も安価なものである

が，乾燥条件の制御が難しく，現状では急速な普

及を見せてはいない。

3．スギ材の乾燥はなぜ難しいのか

スギ材の人工乾燥は難しいといわれているが，

その根拠となるのはいかなる点であろうか。例え

ば,「A地方のスギ材よりもB地方のスギ材のほう

が乾きやすい｣であるとか，「赤心は乾くが，熱心

は1カ月間人工乾燥しても乾かない」といった話

を聞くことがある。本来，乾燥が容易とされる材

の乾燥速度は大きく，材厚・初期含水率等の条件

が同じであれば，乾燥が困難とされる材よりも短

時間で乾燥は終了する。

材厚・初期含水率などの条件を同等にした板材

等で，スギ材とヒノキ材の乾燥速度を比較すると

スギ材のほうが大きく，乾燥が容易であると判定

される。しかし，現実的には材料の初期条件が同

じになることはなく，スギ材が抱えるさまざまな

材質的特徴が，人工乾燥が難しい材であると言わ

しめる原因となっている。

スギ材の人工乾燥を困難にしている主な原因を

挙げると，以下の3点に要約される。

①ヒノキ材等と比較して，初期含水率が高い。
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は40％付近にあり，ロットとして含水

率がそろった乾燥ができないことがわ

140
〔乾燥条件〕
初期(DBT55.0,W

末期(DBT70.0,W

BD2.0)

BD14.0)120
かる・工業製品は良好な品質が均質な

状態で保持されていることを求められ

るが，この時点で乾燥を終了したので

は的確な品質保証を行うことは不可能

であり，さらに多くの乾燥時間と乾燥

後の養生期間が必要となる。このこと

が，ひいては乾燥コストを上昇させる

ことになる。このような不利な状況を

回避するためには，人工乾燥に先立つ

｝てあらかじめ全体の含水率を下げてお
)0くことや、そのばらつきを減少させて

100

０８

含
水
率

０６
（
％
）

40

20

0

400200300

乾燥II#IM(hr)
500くことや，そのばらつきを減少させて

おくなどの「前処理」を行うことが必

要となる。スギ材の人工乾燥の研究は，

このような前処理技術に関するものが

大きなウエイトを占めている。前処理には，この

ほかに生長応力の除去，有縁壁孔閉鎖の解除とい

う視点から研究されているものもある。

また,これとは別に新しい乾燥方法の開発も｢急

速乾燥」という視点から行われ，これらがスギ材

の人工乾燥に関する研究の2つの大きな流れを形

成している。今後近いうちに，さまざまな前処理

によって人工乾燥しやすい状態となった材を適切

な乾燥スケジュールを用いて乾燥する方法が確立

されるであろう。また，最近話題となっている

100℃以上の温度を用いる高温乾燥法も,その得失

について詳細なデータが収集され，最適な乾燥ス

ケジュールが開発されるものと思われる。さらに

注目されるのは，数種類の乾燥方法のメリットの

部分を効率的に組み合わせて利用する「組み合わ

せ乾燥法」である。特に，内部加熱方式の高周波

減圧乾燥と熱風式乾燥や天然乾燥等の外部加熱方

式を組み合わせる発想3)は，新たな技術開発の展

開を予測させる。

●主な前処理法

①葉枯らし

②初期蒸煮

③高温熱処理（煉煙処理・高周波加熱）

④蒸煮・減圧処理

0 100

図①スギ柱材の人工乾燥経過の一例

特に,心材の含水率が商いものが多い(表①)。

②初期含水率や材質に，個体間・品種間で大き

なばらつきがある（表①)。

③針葉樹仮道管の有縁壁孔の閉鎖率が高い材が

ある。

これらのスギ固有の性質が乾燥に与える影響を

考察すると，初期含水率が高いということはその

分蒸発させなければならない水分戯が多いため，

当然，乾燥には時間がかかることになる。初期含

水率がばらついていると，含水率がいちばん高い

材に合わせた乾燥条件を用いなければならなくな

り，熱ロスが大きくなる。有縁壁孔の閉鎖は，材

内部での水分の透過性を著しく低下させ，乾燥を

困難にする。

4.スギ材の乾燥技術の開発

スギ材の人工乾燥に関しては，わが国の乾燥に

携わる研究者や技術者が,10年以上にわたって集

中して研究を行っている。ここ数年間の学会発表

を見ても，80％以上がスギ材に関するテーマで占

められている。

図①に，スギ柱材を中温条件（55～70℃）を用

いて蒸気式乾燥を行った際の乾燥経過を示す。初

期にスギ特有の大きな含水率のばらつきがあると，

約2週間(336時間)を経過しても含水率が高い材
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写真②D表示（乾燥表示）されたJAS製品

⑤低圧爆砕処理

⑥細菌利用

●新しい乾燥法

①高温乾燥法

②高周波減圧乾燥法と他の乾燥法の組み合わせ

乾燥法

（高周波減圧乾燥十天然乾燥，高周波減圧乾

燥十熱風乾燥）

5.乾燥材の品質とコスト

スギ材の人工乾燥が抱える課題は，高品質の乾

燥材をいかにリーズナブルな価格で提供するかと

いう点に最終的には集約される。どんな高品質な

ものであっても，消費者が求めるilli格で提供でき

なければ，製品とはなり得ない。スギ材の人工乾

燥が直面しているのは，まさにこの課題である。

例えばスギ材をヒノキ材と比較すると，初期含水

率が2～3倍以上もあるのであるから，同じ乾燥

条件を用いれば当然乾燥コストは割高になる。し

かもスギ材の材価はヒノキ材よりも安いことを考

えれば，スギ材の乾燥コストは生産経費を圧迫し，

もはや通常のコスト概念では解決できないレベル

にまで達しているのではないかと思われる。製材

林業技術No.6591997.2

業界は，現実的な対応として，ともすると乾燥材

の品質を落とす（高含水率材を乾燥材と称して販

売する）ことで対応しようとすることがある4)。し

かし，何とか集成材等の競合部材に対する競争力

を保持でき得る範囲内で，それらに負けない品質

の乾燥材を生産しなければならない。

そのためには，製材業界の対応としては設備の

大型化と集約化，工場廃材などの安価なエネルギ

ーの利用等が必要である5)。また，視点を変えて，

生産者とユーザーとの間で乾燥コストの負担方法

について協議を行う等の試みも必要であるように

思われる6)。その際には,D表示(乾燥表示）をし

たJAS製品として確かな品質保証を行うのが前

提である（写真②)。

6．乾燥材生産と林業との接点

高品質の乾燥材を低価格でユーザーに提供する

ことは，木材関連業界が行う乾燥に関する技術開

発等の努力のみでは不可能であり，林業サイドと

林産業サイドが協力体制を取らない限り決して解

決できる問題ではない。失礼な言い方になるが，

そこには共存共栄の理念があるべきであって，売

り手と買い手との反目は不要である。

乾燥材生産に向けて林業サイドがなし得ること

には，葉枯らし，原木段階での含水率を基準とし

た選別，あるいは何らかの前処理を行う等さまざ

まなものがある。今後，真の意味で，林業サイド

と林産業サイドが有機的な連携を持たれることを

期待したい。
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鶏

｢森林資源に関する基本計画並びに

重要な林産物の需要及び供給に関する

長期の見通し｣の改定について
つもとよりみつ

津元頼光林野庁計画課課長補佐

＝

曇
唇．

また，自給率については,昭和62年策定の見通しで

は平成6年40～43％であったが，実績は23％（椎茸

原木・薪炭材を含む）と大きく乖離していた。

なお，「計画及び見通し」は，昭和39年の林業基本

法の制定後，昭和41年に策定され，以後，48年，55

年，62年に改定されている。

2．「森林資源に関する基本計画」の概要

今回の「計画」の特徴をあげると以下の4点である。

①新たな森林区分の採用や複層状態の森林の拡大

②公益的機能の発揮のより重視

③森林の総合利用の推進と都市・山村交流の活性化

④「水土保全｣，r森林と人との共生｣，「資源の循環利

用」という3つの方向での森林整備の推進

これらにより，持続可能な森林経営を推進するため

森林の質的充実を図ることとしている。

(1)新たな森林区分と森林資源整備の目標

1千万haの人工林の造成はほぼ達成され，森林資源

整備は，造成段階から，健全な状態に育成し，循環さ

せる段階になっている。

このため，植栽の有無による人工林・天然林に代え

て，今後は，育成のための人為の程度および森林の階

層構造に着目し，新たに，育成単層林，育成複層林，

天然生林に区分することとした。この区分の前提とな

る森林整備の観点は以下の3点である。

①高い林地生産力が期待される森林において，木材資

源として効率的な循喋利用を重視し，活力ある森林

として積極的に整備

②多様な木材供給や公益的機能の発揮に資するため，

天然力も活用しつつ，多様性に富む複層状態の森林

として積極的に整備

③天然生林の的確な保全と必要に応じ景観整備などの

実施

新たな森林区分に基づく森林資源整備の目標は，表

①のとおり。また，森林区分を前計画との比較で概念

的に示すと図①のとおりである。

特に，育成複層林は育成顛層林への広葉樹の導入な

はじめに

一昨年来改定作業を進めてきた「森林資源に関する

基本計画並びに重要な林産物の需要及び供給に関する

長期の見通し」（以下「計画及び見通し」という｡）は

去る11月29日に閣議決定され，9年振りに改定され

た。

「計画及び見通し｣は，森林計画制度の最上位に位置

し，森林資源の長期的な整備の基本方向や重要な林産

物である木材の長期的な需要および供給を明らかにす

ることにより，国の施策の指標および個々の林業等の

経営の参考としての役割を有しているものである。

誌面の都合もあって十分な解説は難しいが，以下，

改定の経緯および概要を一部解説や私見を交えて紹介

する。

1．改定の経緯

前回の｢計画及び見通し」は，昭和62年に策定され

たものであったが，「環境と開発に関する国連会議」

(1992年の地球サミット）を契機として国際的な持続

可能な森林経営への取り組みが進展していることや国

内的には国産材自給率の低下していること等’その後

の国内外の森林・林業および木材需給を巡る状況が変
かいり

化しており，実績との間にも乖離を生じていた。

このため，平成7年8月林政審議会に基本計画部会

を設置し，新たな「計画及び見通し」の策定作業を行

ってきたところであり，昨年11月22日の同審議会へ

の諮問・答申などを経て改定した。

「持続可能な森林経営｣を一言で説明するのは容易で

ないが，地球サミットで採択された「森林に関する原

則声明｣からその理念を引用すると，「森林資源及び林

地は現在及び将来の人々の社会的，経済的，生態的，

文化的，精神的なニーズを満たすために持続的に経営

されるべき。これらのニーズは，木材，木製品，水，

食料，飼料，医薬品，燃料，住居，雇用，余暇，野生

生物の生息地，景観の多様性，炭素の吸収源・貯蔵源

といった森林生産物およびサービスを対象とするも

の｡」ということになる。

林業技術No.6591997.2
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表①森林資源整備の目標

前計画改定計画

人工林単層林一育成単層林

｜青鱗”天総緋鰯総赫＞育成複層”
天然生林一天然生林

目標とする森林資源の状態

17年27年37年

指向する森林

資源の状態
区分 平成7丘

面穫万ha

育成単層林

育成複層林

天然生林

合計

1.043

68

1.409

2.520

1.041

161

1.320

2.522

１
４
７
２

１
７
３
２

０
２
２
５

１
１
２

957

404

1.161

2,522

888

532

1,102

2,522
図①新たな森林区分の採用く概念図〉

蓄積

総蓄積百万ms

ha蓄犢mu

3.483

138

０
７
７
５
９
１
。３ 4,310

171

4,440

176

０
４
３
８
６
１
４

を理由として，育成のための人為を積極的に加え

ていくものを一括して育成林とし，将来的に維

持・循環していく場合の森林の構成状態により，

単層林・複層林に区分したものである。

ただし，複層林については，整備対象森林の現在の

成長童年当たり

総成長量百万m3

ha成長量m3

91

3．6

84

33

76

30

74

29

79

3．1

どの混交林化を含め森林全体の約2割まで拡大し，逆

に育成単層林は減少する。また，拡大造林の見通しに

より，新たな植栽は公益的機能の発揮のための水源林

造成等59万haと限定している。

森林の蓄積は，将来，現在の35億nfから46億㎡ま

で増加し，木材の需給変動に弾力的に対応するととも

に二酸化炭素の吸収固定にも貢献することとしている。

また，今回は成長量を記戦したが，成長が旺朧な森林

が順次高齢に移行することから，漸減している。

新たな森林区分の採用については，部会等でも議論

のあったところであり，若干補足すると，

①従来は，拡大造林や短伐期施業の推進を背景に昭和

30年頃から人工林･天然林の区分を基本としてきた

が拡大造林の見通しや長伐期化が進んでいく!↓』で，

今の区分のままでは新たな森林整備の方向に的確に

対応できないこと

性：統計上では，昭和18年から32年までは針葉樹・
広葉樹・混交林の区分が基本でその中を人・天に区分。
また，それ以前は人・天の区分はない。

②針葉樹人工林も高齢になると，森林の椛成状況がい

わゆる天然針葉樹林（秋田スギ，木曽ヒノキ等）と

差が少なくなること

③人工林の中においても，天然力を活用し天然広葉樹

の残置・育成，天然雅樹の育成を図る一方，育成天

然林でも穣極的に地表処理，刈り出し，値込等を行

うこととしており，これらの施業に伴い今後ますま

す人・天の差異はなくなっていくこと

④国際的な統一区分はないが，欧米等における森林の

施業に係わる区分は，値栽の有無でなく造成・育成

過程全体への人為の程度や樹種等の森林椛成を重視

していること

椛成状態が一様でなく，維持・循環できる形に誘導す

るには相当の時間も要することから，誘導する過程で

は上木や後継樹の状況等それぞれの森林構成に応じた

施業を行うことが必要であり，目的や状況に応じたパ

ターン化など具体的な推進策が課題である｡

なお，「今後は人工林という言葉がなくなるのか｣と

の心配の声も聞かれるが，計画ではあくまでも「整備

目標」として植栽のみにこだわらない区分を採用した

ものであり，植栽により造成された森林は現行どおり

人工林である。

(2)森林の機能の整備の目標

森林の有する公益的機能の発揮に対する期待は，近

年の自然災害の発生や渇水等もあってますます高まっ

ている。

各機能ごとの整備対象面積は表②のとおりである。

木材等生産機能については，拡大造林の見通し等によ

り減少したが，山地災害防止機能，水源かん養機能等

の公益的機能についてはいずれも増加させ，これらの

機能発揮を重視する森林整備を図ることとした。

特に，生物の生息生育環境の保全にも配慮するため，

天然記念物，保護林等学術的に価値の高い森林，自然

環境の保全・野生鳥獣の保護に資する森林のほか，都

市近郊や里山の二次林広葉樹等生活にうるおいとゆと

りを与える森林などを対象とし，保健文化機能の内数

として158万haを新たに記載した。

(3)総合利用に対応した整備の推進

森林とのふれあいに対する国民のニーズはさらに高

まるものと見込まれることから，森林空間を様々に利

用する森林の総合利用を推進するとともに，総合利用

を通じて，都市との交流を促進し，山村の活性化を図

林業技術No.6591997.2



表②森林の機能の整備の目標（整備対象面積）単位：万ha

機能

木材等生産機能

水源かん菱機能

山地災害防止機能

生活環境保全機能

保健文化機能

(うち生物生息生育環境）

前計画’改定計画｜前計画比

1,580

1,435

436

355

512

1‘490

1,467

589

432

582

(158）

94％

102％

135％

122％

114％

ることとした。

これに関連し，具体的な整備の目標として，歩道等

の森林利用施設が整備された「広く国民に開かれた森

林」を今後20年間で，現状の67万haのおおむね2倍

確保することを新たに記載するほか，森林浴等に必要

な歩道についても，平均的な規模の森林ではha当たり

50～100mを目安として示した。

(4)3つの森林整備の推進方向

目標を達成するためには，国民の理解が得られるよ

う，当面の森林整備の推進方向をわかりやすい形で，

かつ明確に示すことが必要である。このため，現状の

森林構成や施業の類似性，近年の森林の果たす役割に

対する期待の高まり等を勘案し，次の3つの重視する

視点を示した。

①「水土保全」を重視する森林整備

健全な水循環や安全で快適な生活・国土基盤を確

I

27

保するため，複層状態の森林の整備，長伐期化等を

推進するもので，対象地はおおむね1,260万hao

②「森林と人との共生」を重視する森林整備

生物の多様性の維持・回復や快適な森林環境等の

保全・創出のため，的確な保護，広葉樹の導入等景

観整備を推進するもので,対象地は,おおむね560万

hao

③「資源の循環利用」を重視する森林整備

木材を安定的かつ効率的に供給するため，保育・

間伐の実施の推進とともに施業の集団化や機械化を

通じた効率的な整備を推進するもので，対象地はお

おむね700万hac

この3つの整備方向は，先に示した「森林の機能の

整備の目標」を達成するための方法として位置づけて

いるが，この関係について補足すると，

「森林の機能の整備の目標｣においては，森林資源の

整備に当たって，その基本が森林の有する多面的機能

の発揮にあることを明らかにしつつ，それぞれの機能

ごとに特に尚度に発揮させる必要のある森林面積を整

"F1標として示しているが，高度に発揮すべき機能が

併存する場合も多く，その達成には極めて長期間を有

するものである。

これに対し，「森林整備の推進方向｣は，現状の森林

構成を踏まえ，規制的措溝ではなく，望ましい方向に

｢水土保全」 ｢森林と人との共生」 ｢循環利用」

！
、

適正な1判

↓伐期化
多様な樹種・林相

ド屑キ
木材

野4

↓適切な造林・保育

」4444444･f浸透
一

図②「森林整備の推進方向」のイメージ
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誘導する観点から，当面の森林の整備に当たって

の留意事項や整備の視点およびより具体的な指標

として重複しない整備対象面積を明らかにするこ

とにより，今後の国の施策の方向等を広く国民に

対しわかりやすく示すものである。

従って，「森林の機能の整備の目標｣はいわば究

極の整備目標であり，「森林整備の推進方向」は，

そのために当面必要な整備に対する指標という関

係にあると言える。

また，3つの対象地は，結果として主に山地災

害防止に資する森林整備を最優先とし，次に生活

にうるおいを与え，自然環境の保全に資する森林

整備を優先するものとなっている。今後，これら

の方向を地域森林計画などの計画や事業へ反映さ

せつつ，具体的に明らかにしていく必要があると

考えている。

なお，3つの推進方向を模式的に示すと前ペー

ジの図②のようになる。

(5)林道等の整備

林道は，効率的な林業経営，森林の適正な管理

維持に不可欠で，また，山村･の生活環境の整備，

地域産業の振興などにとって重要な役割を有して

いる。整備目標は，27万8千lm(40年後）であ

悪

、
、
ノ
ノ

材榊
砿
や
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

製

惹
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(需給塗の決定）

図③需給均衡モデル概念図

り,公道等を含めた林内道路密度はha当たり約18mと

なる。

平成6年度末の現状は12万2千I(1n,44%の達成率

となっている。

3「重要な林産物の需要及び供給に関する

長期の見通し」の概要

今回の「見通し」は，森林資源が成熟化していく中

で，環境面や健康面で有益な木材の需要拡大等の努力

を折り込み，国産材供給の増加を目指した意欲的な見

通しとした。

見通し方法は，基本的には前回と同じく，製材用材

および木質パネル類用材については，図③のとおり，

マーケットメカニズムを模式化・単純化した需給均衡

モデルにより，パルプ用材およびその他用材について

は需要織造式などから需要量および供給量を予測した。

(1)林産物需給の見通し

見通しは，表③のとおり用材ごとに示している。

①製材用材

需要量は，木材利用の推進により，横ばいないし漸

増。供給量は，わが国森林資源が成熟してきている中

で，代替材および外材との競争条件の改善が図られる

ことなどにより国産材供給が増加し，自給率は，現状

33％から20年後5割近くまで上昇。

②木質パネル類用材

需要量は，針葉樹合板，品質均一性の高い中質繊維

板，パーテイクルボードの普及等により漸増。供給量

は，熱帯広葉御才は減少するが，針葉樹合板への利用

推進等により，国産材が漸増。

③パルプ用材

需要量は，紙・板紙の需要の伸びに伴い今後とも増

加。供給量は，国産材は間伐材等の利用により横ばい，

外材は植林木のウェイトを高めつつ今後とも増加。

④木材全体

需要量は，パルプ用材の増加，木質パネル類用材・

製材用材の漸増により，全体として漸増。供給量は，

国産材は製材用材を中心に増加し，外材は，横ばいな

いし漸増傾向で推移するとともに，輸入相手国の多角

化，製品輸入比率の増加が今後とも進展。

なお，木材全体の自給率は，現状24％から20年後

30～32％に上昇。

⑤すう勢見通し

今回は，近年の需給状況を基礎に，そのすう勢が継

林業技術No.6591997.2
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表④参考：すう勢を基礎とした見通し単位：百万前表③林産物の需給見通し単位：百万nf

平成4～6年
平均実績

牙城4～6年

平均実網
平成27年平成17年平成27年 区分平成17年区分

５
３
２

４
１
３

48

15

33

51

17

34

製材用材 需要量

国内供給霊

翰入墨

50～52

20～21

30～31

４
６
８

５
２
２

一
一
一

０
３
７

５
２
２

需要蚤

国内供給量

轍入屋

51

17

34

製材用材

(1)18

0

18

８
０
８

１
１

Ｊ１く(1)17

1

17

木賃パネ

ル類用材

需要墨

国内供給鐙

輸入量

(1)18～21

3～4

15～17

木質パネ

ル類用材

(1)17

1

17

(1)18～20

2～3

16～17

需要量

国内供給霞

轍入屋

(6)50

3

47

(6)40

8

33

(6)45

4

41

パルプ

用材

需要屋

国内供給量

諭入遍

(6)40

8

33

(7)44

8

36

（8）48

8

40

3

2

1

(9)

119～126

36～40

83～86

パルプ

用材

需要量

国内供給量

輸入量

ハ
ノ
』
列
ｌ
幻
州
Ｉ

、
／
一
月
‐
１
４
１

、
／
』
ｎ
〃
色
洲
０
１

その他

用材

需要型

国内供給愚

揃入蟹

〔
く
Ｕ
ｎ
ノ
』
Ａ
ｌ

需要量

国内供給最

輸入霞

２
２
１

その他

用材

(7)

115

17

98

(7)

113

20

93

１
７
３

１
２
８

Ｊ
１
７く(7)

111

27

83

(8)

115～119

32～34

83～85

需要灘

国内供給霞

輸入量

需要最

国内供給霞

輸入量

合計合計

（）は工場残材で外数（）は工場残材で外数

新設住宅木造率（床而職比率）は長期低下傾向で

現状54.1％、木造住宅の振興，供給体制の整備,木

材の利用推進等を行い，現状レベルを維持する。

④間伐材の有効利用

間伐材出材率は現在5割。間伐の促進，用途開発

および供給体制の整備により7割に拡大させる。

おわりに

森林・林業をめぐる状況が極めて厳しい中で，この

｢計画及び見通し｣を達成することは容易なことではな

い○本文中でも，「流域｣を基本的な単位として，地域

の特性に応じた森林盤備を図ることとし，具体的には，

昨年施行された林野3法などによる林業・木材産業の

活性化や質的充実に向けた森林盤備の推進などを課題

として掲げているが，今後とも着実な施策の展開が不

可欠である。

また，今回の「計画および見通し」では，産業界の

自助努力や国●地方公共団体の役割が重要なことはも

とより，関係者の連携が必要なことや広く国民一般の

理解を得て森林繋備や管理に対する参加や協力を求め

ていくことを従来以上に強調している。審議会などで

もこの点については大いに議論されたところでもあり，

3つの森林整備の推進方向や素材としての木材の良さ

のPRなどについては特に「国民の理解」を意識しな

がら進める必要がある。

「計画および見通し｣が画餅とならぬよう，関係者の

さらなる努力が必要であると考えている。

続した場合の林産物需給を試算し，参考として記載し

た。

これは，国民に政策の効果等をより明確に示すため

にも複数の見通しを提示すべきとの林政審議会等の意

見を踏まえたものである。

この見通しは表④のとおりであるが，木材の利用推

進や素材生産コスl､などをこれまでの傾向で推移する

ことを前提としたもので，国産材供給並がなお減少し、

20年後は自給率1.5%となるなど,国内林業･木材産業

にとって極めて厳しいものとなっている。

(2)見通しの前提条件について

見通し数値は，林道の整備・機械化等による素材生

産コストおよび木材加工コストの低減，木材利用の推

進，間伐材の有効利ﾊj等による効果を可能な限り折り

込んだものである。

すう勢の場合と意欲的な見通しの場合の前提条件に

ついて主なものを対比すると以下のとおりである。

①素材生産コストの低減

素材生産費指数は近年年率1～2％上昇。高性能

機械の導入による生産性の向上や伐採を促す路網の

効果的開設等により，現状レベルに押さえる。

②木材加工コス1､の低減

合板工場での一人当たり合板生産量は近年下降傾

向。設備投資等を促し，過去最高の生産性にまで回

復させる。

③木材利用の推進

林業技術NO.6591997．2
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会員の瀧溌

国有林野事業のあり方に

ついて十分な論議を

なかむら

中村

国有林野事業の累積憤務は，95

年度末で3兆3308億円に達した

という。おりしも第二次橘本内閣

は，その命運を行・財政改革の成

否に賭けている旨を明言し，首相

は国有林野事業の改革策として民

営化の検討を指示している。

私は林家でもなく林業経験もな

い，森林がただ好きなだけの一住

民にすぎないし，民営化の中身が

どんなものになるのか今の時点で
すぺ

知る術もなく，ここでその是非に

ついて首尾一貸した論を展|＃lする

力はない。しかし，これまで40年

近い会社勤めの経験から，公益性

の最も高い事業の部類に入ると思

われる国有林の経営を利潤追求を

最大の目的とする企業に委ねてよ

いものかどうか，その点に真っ先

に危慎を抱いた者である。

ひとくちに民営化といってもそ

れにはさまざまなやり方があるで

あろうが，民営化という以上，必

然的に営利企業として成り立つ部

分での民営化にならざるをえない。

利益が見込めないところに資本を

投下する企業家はいないからであ
う塵

る°旨いところだけのつまみ食い

である。残ったところは国民の負

担で…，というのでは一般住民は

納得すまい。

林業技術No.6591997.2

鷺(香川県黙鰯簿;Z)

民営化により，確かに経営効率

は上がるであろう。しかし，それ

は利潤を最大にすることのみを目

的とする効率化である。企業に利

潤をもたらさないものは，超長期

的あるいは国民的視点に立てば重

要，不可欠なものであっても切り

捨てられるであろうことを忘れて

はならない。世に一流といわれる

企業が，ひと皮剥けば社会的責任

も倫理もかなく､り捨てすさまじい

までに営利に走る様はすでに多く

の聯例が示しているところである。

もう一点，国有林野蛎業には

JRJPNTTの民営化とは異なる

点がある｡JRでもNTTでも資本

の投ド対象，言い換えればコスト

をかける対象はすべて将来商品と

して販売することにより資本の回

収が見込めるものである。この点，

国有林野事業の場合はどうであろ

うか。水源かん養や生態系保全あ

るいは繁観保全に企業はコス|､を

かけるだろうか。企業に余裕があ
し

る間はともかく，熾烈な生き残り

競争の前には，これら公益的機能

の維持，増大に関する事業は一顧

だにされなくなるであろう。材価

低迷の現在でこそ公益儀能にも配

慮した施業が行われているが，好

況に転じたときに、かつてのよう

に生産優先となって貴重な環境等

の破壊を引き起こさないとは限ら

ない。

森林はいくつもの効用を併せ持

ち，そのそれぞれを切り離すこと

もその価値を数量化することも不

可能なものである。こう考えてく

ると，国民にとって計り知れない

財産である国有林を，営利を目的

とする企業の経営に委ねてしまっ

て，果たしていいのだろうかと危

倶してしまうのである。

投資利回りが1％にも満たない

民有林より，さらに条件の悪い国

有林の買い手がいるかといった面

から民有化を危ぶむ声もある（96

年9月29日，日本経済新聞)。

私も理由は異なるが，民営化す

るよりは国民の負担で維持するの

がよいと考える一人であるが，そ

の際，いっそ各地方にまたがるよ

うな主な山系の脊梁部分は国に残

すとしても，それ以外の部分は，

国民のより身近な森とするために

地方自治体の経営に任せる地方分

権ならぬ“地方分林”を進めるの

も一策と考える。

いずれにしても国有林野事業の

改革策は，その範囲と方策を明確

にし，国土の荒廃を招くおそれの

ない首尾一貫した論を国民の前に

示し，十分な議論を重ねたうえで

決定すべきものと考える。

林業界は，本誌をはじめ，学術，

政経等各分野に専門誌を持ってい

る。まずはそれらの誌上で改革策

についての論議を高めていっても

らいたいものである。本誌でも，

改革策についての特集ないしシリ

ーズを組んでいただければ誠にあ

りがたいと思っている次第である。
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会員の､茎湯 があり，今年BC州内に植林され

た苗木数が昼夜カウントされ続け

ています。玄関から中に入ると，

森林資源が州の天然資源の中でも

いかに重要なものであるかという

説明や木材貿易収支の模型がある

かと思えば，林業作業者の1日の

作業のビデオを見学者自身もヘッ

ドフォーンのついたヘルメットを

かぶりながら視聴するブースや，

模擬的に森林を経営する"FOR-

ESTSFORUSALL"というコ

ンピューターの教育用ソフト．日

常生活の中での木材用途などが，

立体的，あるいは視覚的，体験的

に展示され，なんと割り箸の製造

過程までが展示されていました

(写真②，③)。センターへの来客

は、学生や学校教員，観光客など

バンクーバーの森を訪ねて

うえはら

上原 麓〔鯏鍔患撚究豐）

strationFo,･est)を持ち，また林

産業会社の伐採，加工等の作業現

場を見学できる"ForestTour"

なども行い，機関紙も発行してい

ます。バンクーバー市のダウンタ

ウンにそのインフォメーションセ

ンターがありましたので，まずは

そこを訪ねてみました（写真①)。

センターの玄関には電光掲示板

1．はじめに

「カナダ｣という国名を聞いたと

きに，みなさんにはどのようなイ

メージが浮かびますか？雄大な

森の国，カエデの国旗，おみやげ

はメープルシロップにスモークサ

ーモン！などのイメージがすぐに

浮かぶかもしれませんね。けれど

も，それら1つ1つのイメージは，

全部森に関係するものです。国旗

のデザインは，サトウカエデ

(SugarMaple,学名Acersaccha-

'･um)の葉をあしらったものです

し，この樹木からはその名のとお

り，メープルシロップが採れます。

また，美味しいスモークサーモン

も，その棲息環境には森の存在が

不可欠です。

この“森の国カナダ”のブリテ

ィッシュコロンビア州（以下BC

州）バンクーバーの森林を，一昨

年夏と昨年6月に計3週間ほど訪

ねる機会がありましたので，今回

はその報告をしたいと思います。

2.&GForestAllianceofBirtish

Columbia''について

"ForestAlliance"とは,BC州

の林業，林産業会社で構成する同

盟組織のことで，森林と林産業に

関する教育普及活動を行っていま

す。教育対象は，小学生から一般

社会人までと幅広く，州内数カ所

に教育活動用の展示林(Demon-

写
真
①
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー

写
真
③
来
場
者
に
開
放
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト

写
真
②
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
で

（
筆
者
）

i
lﾕｪ聰｡.．t③髄eエ

戸’
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が中心ですが，私はここで"For-

estTou,･"や展示林のパンフレッ

トや，州の林産業の統計資料など

をいただき，ダウンタウンから日

帰りで見学できる"TheSey-

mourDemonstrationForest"も

紹介していただいて，次にそこを

訪ねてみることにしました。

3.TheSeymourDemonstra-
tionForest

この展示林の位置するバンクー

バー市北部の森林は，同市の生活

用水の水源かん養林でもある貴重

な資源です。面積は約5,600ha

で，一般的な林業教育のほか，ハ

イキングやサイクリング，乗馬，

カヌー，釣りといったレクリエー

ションのほか，植林作業や枝打ち，

測樹などの実習も行うことができ，

季節によっては集材作業なども見

学できますが，見学内容により，

有料の体験もあります。

私が訪問した6月4日は，バン

クーバー市南部の小学校1～3年

生の見学がちょうどありましたの

で，その一団に同行させていただ

きました（写真④)。学習内容は，

森林の構成，機能，重要性に始ま

り，森林内での五官を生かした見

学や，樹木名や林産物に関係した

楽しいゲーム，サケの養魚場の案

内，魚つき林などを見学するもの

でしたが，いずれもわかりやすく，

具体的・体験的にプログラムされ，

小学校低学年の生徒さんたちには

十分な学習内容でした（写真⑤)。

4．ブリティッシュコロンビア大

学林学科付属演習林(Mal-
coImKnappResearchFor-

est)

次に私が訪ねたのは，同市内に

あるブリティッシュコロンビア大

学(UBC)林学科の付属演習林で

す(写真⑥)。この演習林は，ダウ

ンタウンから東へ60I(111のMaple

Ridge地区にあり，面積は5,153

ha(幅4knl,長さは13kⅡ】)で．標

高は海面Omから1,025mの地

点に位悩し，1949年に開設されま

した（ちなみに同林学科の開設は

1921年)｡特記事項としては，この

地域は年間降水量が多く，淡習林

の南端で2,15011I11,北端では3,

000111m以上の降水麓があることで

す。内部の天然林は,1800～70年

の間に起きた大規模な山火事後の

二次林で,そのほか,100種類の樹

木を検索できる付属の樹木隙Iや，

100人を収容し,講義,会議を行う

ことのできる宿泊施設，初心者か

ら上級者用までのレベルに分けら

れた散策路などが盤備されていま

す（写真⑦)。

演習林では,1950年から現在ま

でに，気象，生態学，樹木生理学，

森林土壌などをはじめとする600

以上の調査研究が行われており，

うち120の調査については，今日

も演習林長以下4名の常駐調査官

によって継続されています。

学生の利用では，毎年，林学科

4年生の生徒（65名）が3週間ほ

ど実習で利用するほか，樹木学習

や生態調査などのさまざまなフィ

ールド学習でも，延べ400名以上

が利用します。また，淡習林には

年間約25,000人の一般客も訪れ，

気ままにハイキングやサイクリン

グを楽しんだり，キャンプ場とし

ても利用したりしています。同大

学では交換留学制度にも力を注い

でいますが，私が訪問した日も，

イギリスとドイツの留学生が演習

林で勉強していました。

5．まとめ～視察を終えて～

以上，私がカナダの森の一端を

訪ねて感じたことには，次の2つ

が挙げられます。①森林と人々と

の距離が近く，その垣根も低い，

②企業も大学も一般向けの森林・

林業教育に具体的な努力を払って

写真④展示林の中で19世紀後半
の伐採跡を見学する小学生たち
（ダグラスファーです）

写
真
⑤
展
示
林
内
の
小
川
の
サ
ケ
養
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場
。
見
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〃
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鮮
な
〃
ク
マ

の
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に
落
ち
て
い
た
り
、
自

然
の
教
材
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た

林業技術No.6591997．2
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グリーシ
グリーシ

秋田県支部

日本一のっぽの秋田天然スギ（植物群落保護林）

天然秋田スギは，木曽のヒノキ，

青森のヒバとともに日本三大美林

として知られています。秋田県は，

この天然スギの名産地として有名

で，古くから地元はもちろん，全

国的に長い間，建築用材などに利

用されてきました。

江戸時代，秋田入りした佐竹藩

は，豊富なスギの原生林に着I引し

ますが，時の家老渋江政光の「国

の宝は,ljIなり，……切り尽くす

前に術を立つべし。山の衰えはす

なわち国の衰えなり」という姿勢

が，以後の藩有林管理経営の基本

となり今日の美林が造り出されま

した。しかし，この美林も，戦中，

戦後の木材需給の情勢から伐採が

進み，しだいに残り少なくなって

います。残された天然秋田スギの

代表的な自然林の保残と，自然状

態における林分構造の遷移を研究

するため，1947年に二ツ井町の南

部にある田代沢国有林に18.46

haを｢仁鮒水沢スギ植物群落保護

林」として指定し，保存を図って

きました。73年には自然観察教育

林にも指定され，広く一般の方々

に森林に触れ学んでもらう場とし

て利用していただいています。ま

た，71年，秋田県の天然記念物に

指定されたこともあり，年々訪れ

る方も多くなっています。

保護林には樹齢180～300年(推

定平均林齢250年くらい)，樹高

30m以上の天然秋田スギ2,812

本が群生し，鯵蒼とした林相と

なっており,林内には一周30分ほ

どの遊歩道が整備され林内の散策

ができるようになっています。保

護林内で最も大きなスギは，樹高

58m(直径164cI11,材積40㎡)あ

り，つい最近の測定で，これが天

然スギではH本一の高さだという

ことがわかり,平成8年7月に｢キ

ミマチスギ」と命名されました。

これにちなんで，訪れた方に親し

んでもらうため，主だったスギの

樹高順に，観光名所や地名等にあ

やかつた名前を付けた番付表を作

り，看板を取り付けています。

番付表は次のとおりです。

横綱rキミマチスギ」58m

大関「コイブミ」 56m

「シラカミアオグ」56m

「モックン」 55m

「ニブナ」 55m

日
本
一
の
秋
田
天
然
ス
ギ
（
キ
ミ
マ
チ
ス
ギ
）

「アキタビジン」54m

関脇「タシロ」 53m

「ミズサワ」 50m

場所は，奥羽本線二ツ井駅から

南方約195kin地点,秋田県山本郡

二ツ井町田代字田代沢国有林（能

代営林署4林班と小班）です。

秋田新幹線開通も間近，秋田も

近くなります。ぜひ一度，日本一

の天然秋田スギへおいでください。

（秋田営林局指導普及課/仙波昭二）

連絡先

〒010秋田市中通5~J~B9番16号

秋田営林局指導普及課
m0188-36-2211W0188-36-2012

いる。

私が現在通っている信州大学農

学部にも構内に演習林があり，地

域の保育園児たちや小学生が散歩

や遠足で訪れたりしています。ま

ずは，日常のこのような形から，

わが国においても，かってそうで

あったような森と人との近しい関

係を，企業や大学でも，今後築い

ていく必要があると，2回の視察

を終えてあらためて思いました。

写
真
⑥
演
習
林
の
入
口
。
訪
問
し
た
日
は
湿

度
が
高
か
っ
た
の
で
、
ご
覧
の
と
お
り
山

火
事
の
可
能
性
も
低
か
っ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
演
習
林
内
は
も
ち
ろ
ん
禁
煙
で
す

写
真
⑦
演
習
林
内
の
散
策
路
。
菌
ご

林業技術N･6591997.2
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化
、
か
ら
だ
全
体
の
老
化
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
絶
対
に
不
可
欠
な

酸
素
が
、
老
化
を
早
め
、
ガ
ン
や
心
臓
病
の
元
凶
と

い
う
の
は
、
何
と
も
皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
人
体
に

は
活
性
酸
素
に
対
す
る
防
御
機
構
も
備
わ
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
年
を
と
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
力
が

だ
ん
だ
ん
弱
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

老
人
性
痴
呆
症
、
つ
ま
り
ボ
ケ
も
、
活
性
酸
素
と

関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
う
な
り
ま
す
と
、
い
か

に
し
て
防
御
機
構
を
老
化
さ
せ
ず
に
、
活
性
化
さ
せ

る
か
が
、
不
老
長
生
を
望
む
う
え
で
は
、
重
要
な
方

法
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

発
ガ
ン
物
質
も
中
和
し
て
し
ま
う

体
内
に
発
生
す
る
活
性
酸
素
の
澁
性
を
消
す
成
分

は
、
野
菜
や
緑
茶

な
ど
に
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
実

は
、
梅
干
し
を
口

に
し
た
と
き
に
出

る
唾
液
に
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。

食
べ
も
の
に
混

じ
っ
て
、
体
内
に

入
っ
て
く
る
危
険

性
の
尚
い
発
ガ
ン

物
質
の
瀞
性
を
消

す
作
用
の
あ
る
ぺ

ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ

や
タ
カ
ラ
ー
ゼ
な
ど
の
酵
素
な
の
で
す
。

同
志
社
大
学
教
授
の
西
岡
一
先
生
の
ご
研
究
に
よ

り
ま
す
と
、
カ
ビ
や
煙
草
の
ヤ
ニ
、
牛
肉
な
ど
の
焼

き
こ
げ
、
化
学
添
加
物
な
ど
に
含
ま
れ
や
す
い
発
ガ

ン
物
質
の
多
く
は
、
体
内
に
入
る
と
活
性
酸
素
を
発

生
さ
せ
ま
す
が
、
唾
液
中
の
ぺ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
や

タ
カ
ラ
ー
ゼ
の
い
ず
れ
に
も
、
赤
性
の
強
い
活
性
酸

素
を
除
去
す
る
、
強
い
作
用
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
そ
う
で
す
。

特
に
注
Ｈ
さ
れ
る
の
は
、
レ
モ
ン
な
ど
酸
っ
ぱ
い

も
の
を
口
に
し
た
と
き
に
出
る
唾
液
に
く
ら
べ
、
梅

干
し
の
場
合
の
ほ
う
が
量
・
質
と
も
に
良
い
だ
け
で

は
な
く
、
毒
消
し
効
果
の
強
い
ぺ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ

や
タ
カ
ラ
ー
ゼ
の
量
も
約
二
倍
も
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
梅
干
し
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若

返
り
ホ
ル
モ
ン
の
パ
ロ
チ
ン
の
、
活
性
酸
素
を
消
し

て
、
発
ガ
ン
物
質
の
滋
性
を
少
な
く
す
る
効
果
が
期

待
で
き
る
わ
け
で
す
。

「
ニ
コ
ニ
コ
」
と
、
い
つ
も
明
る
く
生
活
し
て
い

る
梅
干
し
ば
あ
さ
ん
の
楽
し
い
長
寿
食
は
、
榔
下
し

そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
悔
干
し
一
個
で
、
唾
液

を
増
や
し
、
バ
ロ
チ
ン
や
ぺ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
な
ど

を
し
っ
か
り
自
家
生
産
し
て
い
た
の
で
す
。

林龍技術N().6591997.2
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駿溌醗
醗醗溌

霊騨
|識

蕊霊※
溌

震
崖
設馳醗畿畿闇鍋鍋鑑

楽
し
さ
を
ふ
り
ま
く
梅
干
し
ば
あ
さ
ん

「
梅
干
し
ば
あ
さ
ん
」
は
、
長
生
き
の
神
さ
ま
で

す
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
、
決
し
て
怒
り
ま

せ
ん
。
ま
わ
り
の
方
た
ち
を
、
み
ん
な
幸
せ
に
し
て

く
れ
ま
す
。

背
筋
も
し
ゃ
ん
と
し
て
い
て
、
い
つ
も
楽
し
そ
う

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
梅
干
し
ば
あ
さ
ん
、
と
呼
ば

れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
あ
の
酸
っ
ぱ
い
梅
干

し
が
大
好
物
な
の
で
す
。

朝
起
き
る
と
、
外
を
軽
く
散
歩
し
て
か
ら
、
家
に

帰
り
、
朝
ご
飯
の
前
に
、
お
茶
と
い
っ
し
ょ
に
梅
干

し
を
一
個
食
べ
ま
す
。

食
事
前
の
梅
干
し
は
、
殺
菌
や
疲
労
回
復
に
役
立

わ

ち
ま
す
し
、
食
欲
が
す
－
つ
と
湧
い
て
き
ま
す
。
梅

干
し
を
な
め
る
と
、
唾
液
が
出
ま
す
。

東
洋
医
学
で
は
、
唾
液
の
こ
と
を
「
神
液
」
と
か

せ
い
ち

「
清
津
」
と
呼
び
ま
す
。
唾
液
の
中
に
、
長
生
き
を
も

た
ら
す
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
、
そ
れ
が
老

化
防
止
の
ホ
ル
モ
ン
と
か
、
若
返
り
の
ホ
ル
モ
ン
と

呼
ば
れ
て
い
る
パ
ロ
チ
ン
。

こ
の
パ
ロ
チ
ン
に
は
、
骨
を
強
化
す
る
働
き
が
あ

る
の
で
す
。
不
足
す
る
と
、
骨
や
関
節
な
ど
の
軟
骨

部
が
老
化
し
や
す
く
な
り
、
変
化
し
た
り
、
ゆ
が
ん

だ
り
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
小
魚
類

や
乳
製
品
、
豆
腐
、
コ
マ
ッ
ナ
、
ワ
カ
メ
な
ど
、
カ

ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に
含
む
食
べ
も
の
と
い
っ
し
ょ
に

と
る
と
、
酸
味
が
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
し
て
、

骨
の
強
化
に
効
果
を
上
げ
る
の
で
す
。

老
化
物
質
を
消
去
す
る
梅
干
し

酸
っ
ぱ
い
も
の
と
い
う
と
、
梅
干
し
の
ほ
か
に
も
、

レ
モ
ン
と
か
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
口
中
に
し
て
、
唾
液
の
量
と
質
を
比
較
し
て
み
２７

た
と
こ
ろ
、
梅
干
し
の
場
合
が
最
も
量
が
多
く
、
質
“

も
す
ぐ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
的６

唾
液
の
分
秘
に
影
響
の
強
い
の
は
、
い
ち
ば
ん
が
血

酸
味
で
、
次
が
塩
味
。
梅
干
し
に
は
、
こ
の
両
方
が
鍬

備
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
量
の
唾
液
が
湧
き
峰

出
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
梅
干
し
を
舌
の
上
に
の
せ
る

だ
け
で
、
若
返
り
ホ
ル
モ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
、
梅
干
し
ば
あ
さ
ん
の
背
骨
が
す
き
っ
と

し
て
い
る
の
も
、
梅
干
し
の
お
か
げ
と
い
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

唾
液
に
は
、
同
じ
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
成
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぺ
ル
オ
キ
シ
タ
ー
ゼ
と
タ
カ
ラ

ー
ゼ
と
い
う
酵
素
で
、
発
ガ
ン
物
質
の
毒
性
を
消
去

す
る
作
用
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
酸
素
な
し
に
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
酸
素
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
面

も
あ
り
、
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
酸
素
量
の
ほ
ぼ
二

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
活
性
酸
素
（
酸
素
ラ
ジ
カ
ル
）
と

い
う
、
有
害
な
酸
素
毒
に
変
化
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

活
性
酸
素
の
毒
性
は
、
細
胞
や
血
管
な
ど
に
と
り

つ
い
て
酸
化
さ
せ
、
破
壊
し
、
損
傷
を
つ
く
っ
て
、

そ
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
、
ガ
ン
や
動
脈
硬
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の
講
義
は
全
然
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
な
い

開
が
い
い
加
減
）
な
ど
な
ど
。

な
か
で
も
筆
者
と
同
じ
ウ
ル
フ
ソ
ン
・
カ
レ

ッ
ジ
の
ビ
ア
ン
カ
・
ア
ン
ブ
ロ
ー
ズ
（
写
真
①

左
）
は
、
開
発
学
で
有
名
な
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン

グ
リ
ア
大
学
で
の
学
部
経
験
や
ら
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
ワ
イ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
高
度
に
洗
練
さ
れ

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ら
を
紹
介
し
つ
つ
、

痛
烈
に
批
判
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ン
カ
は
、

優
秀
か
つ
努
力
家
（
「
い
つ
も
問
題
は
時
間

よ
！
」
が
得
意
の
フ
レ
ー
ズ
）
で
面
倒
見
も
良

コ
ー
ス
の
評
価
と
学
生
た
ち

コ
ー
ス
の
最
後
に
は
、
カ
ノ
ウ
ス
キ
ー
主
任
が
学

生
か
ら
コ
ー
ス
改
善
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
く
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
学
生
が
言
う
わ
言
う
わ
、
バ
グ
リ

ー
ウ
ッ
ド
の
件
を
は
じ
め
、
伝
統
的
林
学
と
開
発
途

上
国
で
応
用
す
る
た
め
の
「
開
発
」
用
林
業
と
に
コ

ー
ス
を
は
っ
き
り
分
け
て
し
ま
え
だ
の
、
だ
れ
そ
れ

の
講
義
は
全
然
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
さ
れ
て
い
な
い
（
展

写真①卒業写真をコースの初めに撮
った後なのでガウンを掻けている。最
初に記念写真を撮るのは，中途退学を
思いとどまらせるためかもしれない

く
、
ひ
た
す
ら
恐
れ
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
存

在
な
の
で
す
が
、
と
ど
め
は
彼
女
の
小
論
文
で

す
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
学
生
は
「
美
し
く
、
よ
く

練
ら
れ
て
い
る
」
と
評
し
て
い
ま
し
た
が
、
筆

者
に
は
ま
る
で
意
味
が
理
解
で
き
な
い
華
腿
な

長
文
と
語
彙
と
修
飾
関
係
な
の
で
す
。
ブ
リ
ス

ト
ル
か
ら
来
た
ピ
ッ
パ
・
バ
ー
ド
と
い
う
ス
ポ

ー
シ
刈
り
の
女
の
子
と
よ
く
喫
煙
室
に
居
ま
し

た
（
Ｏ
Ｆ
Ｉ
で
は
喫
煙
室
が
小
部
屋
一
室
に
制

限
さ
れ
て
い
る
）
。
ビ
ア
ン
カ
は
、
と
り
あ
え
ず
は
、

三
年
の
契
約
（
英
国
で
は
極
め
て
一
般
的
）
で
英
国

海
外
開
発
庁
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
職
を
得
ま
し
た
。

優
秀
と
言
え
ば
、
ジ
ム
・
バ
ン
プ
ト
ン
（
写
真

②
）
。
一
年
中
同
じ
穴
あ
き
ジ
ー
ン
ズ
で
、
「
何
や
、

こ
れ
？
」
と
尋
ね
た
ら
、
驚
い
た
よ
う
に
「
扇
胃
｝
（
反

抗
）
や
ん
か
。
お
ま
は
ん
の
国
に
は
な
い
ん
か
？
」
。

ち
な
み
に
、
ジ
ム
の
彼
女
は
海
洋
考
古
学
の
博
士
課

程
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
彼
も
喫
煙
者
で
、
紙
巻

し
た
。
彼
も
喫
煙
者
で
、
紙
巻

力
て
き
た
ば
こ
は
高
価

韮
坤
（
一
箱
五
百
円
く

る
に
撮
中
ら
い
）
な
の
で
、

を
ん
路
真
い
つ
も
安
め
の
手

街
“
巻
き
た
ば
こ
を
ふ

ぽ
》
か
し
て
い
る
の
で

識
珪
す
が
、
あ
る
日
、

蝦
識
喫
煙
室
で
ジ
ム
が

韓
淨
詑
一
服
や
っ
た
途
端

に
、
ビ
ア
ン
カ
と
ピ
ッ
パ
が
「
や
ば
い
わ
－
、
や
め

－
」
と
叫
ぶ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ジ
ム
に
よ
れ
ば
、

「
夕
べ
一
緒
に
飲
ん
だ
悪
い
友
達
が
イ
タ
ズ
ラ
で
変

な
葉
っ
ぱ
を
混
ぜ
よ
っ
た
ん
や
。
は
は
は
」
そ
ん
な

ジ
ム
が
、
筆
記
試
験
と
国
有
林
民
営
化
を
扱
っ
た
修

士
論
文
、
さ
ら
に
口
頭
試
問
で
も
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
首
席
を
得
ま
し
た
（
Ｏ
Ｆ
Ｉ
の
成
績
発
表
は
、

首
席
、
合
格
、
不
合
格
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）
。
ジ
ム
も

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
職
を
得
ま
し
た
。

か
よ
う
に
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
の
学
生
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

変
な
人
た
ち
で
す
が
、
マ
ル
コ
ム
・
ア
リ
ソ
ン
の
比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
植
物
の
識
別
能
力
は
木

本
・
草
本
を
問
わ
ず
傑
出
し
て
い
て
、
造
林
学
の
ピ

ー
タ
ー
・
サ
ビ
ル
教
授
に
あ
て
に
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

り
、
料
理
の
腕
が
技
群
で
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
学
生
二

十
余
名
に
グ
リ
ル
ド
・
タ
ー
キ
ー
（
七
面
鳥
）
や
ら

ク
リ
ス
マ
ス
・
プ
デ
ィ
ン
グ
を
振
る
舞
っ
て
、
特
に

イ
ギ
リ
ス
人
学
生
を
「
お
袋
の
味
や
－
」
と
感
激
さ

せ
、
趣
味
は
ロ
シ
ア
語
と
ラ
テ
ン
語
と
い
う
、
ま
さ

に
、
正
し
く
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
童
顔
の
小
柄
な

人
物
な
の
で
す
。
マ
ル
コ
ム
は
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
に
残
っ
て

「
標
本
室
」
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
を
得
ま
し
た
。
こ

う
し
た
異
才
を
し
っ
か
り
捕
ま
え
て
し
ま
う
の
も
Ｏ

Ｆ
Ｉ
の
洗
練
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
次
回
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
「
修
学
旅
行
」
と
留

学
生
の
紹
介
で
す
。

休耀技術No.659 1997.2
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I 私例英国留学仇記ぬるいビールで乾杯、チアーズ／3

－素晴らしきOFIシステムー

林野庁林政部木材流通課木材貿易対策室渡辺達也 I
一

銅
１
１
１
１
蕊 弓＝＝蕊

修
士
コ
ー
ス
は
盛
り
だ
く
さ
ん

十
月
に
入
っ
て
コ
ー
ス
が
始
ま
っ

て
み
る
と
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
（
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
林
学
研
究
所
）
の
修
士
コ
ー

ス
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
講
義
。
演

習
が
び
っ
し
り
、
し
か
も
、
興
味
の

あ
る
分
野
の
教
官
を
見
つ
け
て
テ
ー

マ
を
相
談
し
、
毎
週
一
本
ず
つ
小
論

文
を
提
出
し
て
個
人
指
導
（
チ
ュ
ー

ト
リ
ア
ル
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
忙
し
す
ぎ
る
！
と
イ
ギ

リ
ス
人
の
学
生
で
も
断
言
し
て
い
ま

し
た
し
、
ま
し
て
や
英
語
を
母
国
語

と
し
な
い
留
学
生
に
は
、
全
然
無
理

で
す
。と
こ
ろ
が
、
素
晴
ら
し
き
Ｏ
Ｆ
Ｉ

シ
ス
テ
ム
で
は
、
講
義
の
出
席
は
取

ら
な
い
し
、
小
論
文
も
採
点
な
し
な

の
で
す
。
採
点
は
、
バ
グ
リ
ー
ウ
ッ

ド
演
習
林
の
一
連
の
経
営
計
画
演
習
、

コ
ー
ス
終
盤
六
月
の
二
日
間
に
わ
た

る
論
述
テ
ス
ト
、
そ
し
て
二
万
語
以

内
と
決
め
ら
れ
た
修
士
論
文
だ
け
で

す
。
能
力
に
自
信
の
あ
る
学
生
は
プ

ラ
イ
ド
に
か
け
て
頑
張
り
、
そ
う
で

な
い
学
生
は
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

に
必
死
で
や
れ
！
と
い
う
あ
り
が
た

い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
理
解
す
る

ま
で
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
入
学
選
考
で
「
冒
○
屋
鼠
‐

冒
弓
（
動
機
）
」
が
重
視
さ
れ
る
理

由
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
小
論
文
を
書
く
た
め
に

は
、
図
書
館
を
利
用
す
る
わ
け
で

す
が
、
Ｏ
Ｆ
Ｉ
に
は
英
語
圏
で
多

分
最
も
充
実
し
て
い
る
林
学
図
書

館
（
蔵
書
二
十
万
冊
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
三
千
七
百
巻
、
逐
時
刊

行
物
千
八
百
種
、
廃
刊
に
な
っ
た

逐
時
刊
行
物
四
千
種
）
が
付
属
し

て
い
る
か
ら
、
資
料
が
な
い
は
ず

が
な
い
、
連
邦
農
業
局
（
Ｃ
Ａ
Ｂ
）

国
際
部
に
よ
る
林
学
学
術
論
文
概

要
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
検
索
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
最
新
の
論

文
か
ら
歴
史
的
な
論
文
ま
で
知
ら

な
い
と
は
言
わ
せ
な
い
と
い
う
、

勉
強
の
た
め
に
は
こ
の
う
え
も
な

い
環
境
で
す
。

講
義
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
は
、
筆

者
が
学
部
で
学
ん
だ
こ
ろ
の
林
学

科
と
大
し
て
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

コ
ー
ス
主
任
の
カ
ノ
ウ
ス
キ
ー
博

士
が
担
当
す
る
林
業
政
策
学
だ
け

は
講
義
の
質
、
参
照
文
献
の
多
さ
と
新
し
さ
、
そ
し

て
講
義
の
コ
マ
数
で
他
の
科
目
を
完
全
に
圧
倒
し
て

い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
思
い
出
す
だ
け
で
も
、
米
国
に

お
け
る
森
林
の
多
面
的
利
用
に
係
る
考
え
方
の
変
遷
、

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
、
関
心
保
有
者
）

分
析
、
森
林
の
価
値
評
価
手
法
（
高
圧
電
線
の
鉄
塔

が
損
う
景
観
の
価
値
な
ど
外
部
経
済
効
果
を
主
体

に
）
等
の
学
生
を
興
奮
さ
せ
る
テ
ー
マ
が
毎
回
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

バ
グ
リ
ー
ウ
ッ
ド
の
演
習

バ
グ
リ
ー
ウ
ッ
ド
は
起
伏
の
少
な
い
、
ナ
ラ
を
は

じ
め
と
す
る
ブ
リ
テ
ン
島
の
郷
土
樹
種
か
ら
な
る
萌

芽
林
跡
地
（
目
凰
曾
罠
開
目
白
禺
昌
巴
尋
ｇ
＆
曾
乱

と
呼
ば
れ
、
生
物
学
的
・
文
化
的
に
貴
重
な
生
態
系

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
、
シ
ト
カ
ス
プ
ル
ー
ス

等
の
造
林
地
、
各
種
試
験
地
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
森
林
で
す
。
修
士
コ
ー
ス

学
生
の
演
習
で
は
、
一
二
四
へ
ク
タ
ー
ル
の
部
分
に

つ
い
て
、
コ
ン
パ
ス
測
量
、
土
壌
調
査
、
林
相
の
調

査
、
さ
ら
に
内
部
収
益
率
を
計
算
・
比
較
し
つ
つ
経

営
計
画
を
樹
立
す
る
と
い
う
作
業
を
半
年
か
け
て
行

い
ま
し
た
。
経
営
林
と
い
う
よ
り
は
試
験
地
の
団
地

で
、
○
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
満
た
な
い
小
班
が
や
た

ら
と
た
く
さ
ん
あ
り
、
す
べ
て
の
学
生
に
「
対
象
区

域
が
広
す
ぎ
、
繰
り
返
し
の
作
業
が
多
く
、
意
味
の

あ
る
経
営
計
画
は
で
き
っ
こ
な
い
」
等
の
理
由
で
大

変
不
評
な
演
習
で
し
た
。
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i大村寛の5時からセミナー2台湾では'台北市の植物園わき
に堂風の建物がある。正面の壁に

孫悟空の一ページを思わせるよう

な絵が描かれている。何だろうか

森の博物館と圖険心がわくが,‘巾は立派鞍森
林博物館だ。台湾の森林を構成す

、小1t'学校の教科i蔦を見ても，森各県で，森林に関する博物館("森る主要樹木と土の断面（実物）が

|林と林業に関する記述は乏しい。林科学館",‘‘森の博物館",‘‘森林標高別に展示されており,森林と
I"三つ子の塊百まで"と言われるの館”など）が開設された。地域に土壌の相互関係が，立地的な観点

|に,残念である。おける森林と林業の現状㈱間脳点，から理解できる｡このほか,森林
I今，‐一般の人海は林業をどのよ環境に及ぼす影稗など，一般のの機能，主要樹木と害虫，森林火

Iうに理解しているだろうか｡山村人々 への理解が期待される。災を空から消すための機具などが
iの林業ｻｲドから,都市に仇む一印象的な森鷲博物館を紹介した腱示されている。
l般の人々に向けて，能動的に森林い｡緒形拳が扮する映画"八申出”特定の地域に固有の森は，住民

Iと林業に関する情椛を提供したら，2冒頭では,ﾙﾈｻﾝｽ様式柵の誇りであ'〕,保護すべき対象で
Iと思う。博物館は関心がある人々泗な建物が登場する。これは青森もある。森の構成要素はすべて貴

Iを待ち受けている点で受動的では営林局の庁舎だったが,今は森林頭であり,要素間の有機的な関係
Iあるが，社会教育や生涯教育の場博物館だ。ヒバ林の分布と林冠描を維持することが大切だ。森の入

iとして,果たす役割は大きい｡こ造,家具になるまでの過程などがりLIで,このような情報を展示し
、んな背餓だろうか，林野庁などの展示されている。解説用のデイスた博物館は，森への良いガイドに
I衲助により，1990年ごろから全国プレイ装置は子供たちの人気者だ。なろう。また，博物館周辺の森は
L一一一一一一一一＝－－口－，_一一一一一-一一-一一一一・-一,｡一一一一一一一一一一一一一一一一一.‘－－－－-一一一一一一一－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

国産材と外材の供給量と自給率の推移 q統識耀繊毒…，

％

25.(）

20．0

木材需給量の推移25．0

ー

‘［〃m鮒

'2()00 ､ド成7年のわが国の木材需要

斌は，丸太換算で対前年比2％

増の1億1193万nfとなった｡木

材（用材）供給鎧は，国産材が

対前年比6％減の2292万㎡と

減少しているのに対し，外材は

対前年比5％増の8901万nfと

増加している。

この結果，平成7年の用材の

自給率は，前年を1．9ポイント

下回る20.5％となり，過去最低

を記録した。

外材の供給を地域・国別にみ

ると，マレーシア，インドネシ

アを中心とした南洋材の輸入は，

朧地国の天然林資源の減少や丸

太輸出規制等により，減少傾向

く
く
く
く
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6fi 7年平成3年441 5卵

林好け:r木材滞給炎｣，大戯省「到易統計」
l)外材は丸太輸入itのほか，製材IWI,木材チップ・パルプ，合板郡の輸入Iパ
を丸太材剛に換脚したものである

2)南洋材･とは、マレーシア，インドネシア等からの輸入である
3)その他の材とは，オース1､ラリア．チリ，ニュージーランド報からの輸入

である

4)"0Il･とIﾉ1,弧のi汁が一．致しないのは、四捨五入による

蛍料

ii
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懸農蔑薑~茎惹E聴蒻~1
りを体験できる場としたい。｝

メモ：“森林科学館”は，群I

馬県上野村,宮城県花山村草木｜
沢，山梨県中巨摩郡櫛形町，奈’

良県生駒聯三郷'町,掛川市属風｜
などにある。“森の博物館”は，I

神奈川県箱根町箱根,相模原市,｜
岐阜県大野郡清見村，福岡県椎I

田町などに，“森林館"は，広島｜

県山県隷筒鮒東京都西多麟｜
郡奥多摩町などにある。

木材を利用するサイドでは，｝
兵庫県美方郡村岡町和池に自然｜
教育施設として,杉の集成材を｜
使った“木の殿堂”があり，和I

歌山県日高郡南部川村清川に森I

林組合による紀州備長炭娠“｜
がある。

（九州火寧農学部林学科教授)I

で推移している。

米国からの輸入は，米IXl内の隙

境保護運動を背景として，平成2

年以降減少している。一方，カナ

ダからは製材品を中心とした輸入

が増加している。

また，ロシアからの輸入は，針

葉樹への原料転換を進めている国

内での合板生産が堅調であること

などから増加している。

このほか，わが国の木材チップ

およびパルプの需要増等に対応し

て，オーストラリア，チリ，ニュー

ジーランド等からの輸入が増えて

いる。

さらに，量的には少ないものの，

ガボン，カメルーン等アフリカ諸

国やフィンランド，スウェーデン

等北欧諸国からの輸入も増加傾向

にあり，輸入国の多様化が進む状

況がみられる。

39

物差しとイメージ |篝蕊調’鍵ま|溌蕊蕊’

正義や善と思っていた企てや

行動が一夜にしてひつくり返っ

てしまうということがしばしば
ちまた

ある。巷にあふれる情報という

ものは,歌の文句じゃないが｢表

もあれば裏もある」ということ

を実感として知ったのは何歳の

ころだったろうか。

実感の職み垂れで「あいつも

大人になった」と言われるよう

になり，少なくとも見聞きする

情報を鵜呑みにしないようにな

る。こうして大人になると，彼

は独自の情報処理や行動のため

の物差し毎持つようになり「本

音が見え見えだがまあいいか」

とか「青臭いこと言って，大人

気ない」と，したり顔をするよ

うになる。とまあ，わが身を振

り返って稚拙態哲学？をするよ

うになったのは，いたずらに馬

齢を亜ねたせいでもあ'ろも

ところで，この物差しなるも

のが，年とともに狭く戦ってく

るようで，先日，大先鑛と杯を

交わした時，彼は，今の林業界

は委縮してしまっている，首を

すくめていると，將者のように

いささか興齋気味で言うのだ。

割り箸と森林資源，地球環境

と森林磯能，国有林の経営，山

村の過疎化，木材の利用，森林

づくりボランティアの活動など

などの話題，問題に対する林業

界（人）の対応ぶりに大先輩は

ご不満があるようであった。

脈絡なく出てくる話題，問題

のコメンl､の内容は省略するが，

素人衆が誤解や独断で声高にも

のを申すのは仕方がない面もあ

るが，これに対して，専門家が

沈黙している。尻込みしている

から出番がない。もちろん，対

応する価値もない意見や主張も

あるが，中には重要な指摘もあ

るのに知らぬふりをしているし，

誤解，曲解をご都合主義で増幅

している場含さえあると，厳し

いご意見であった。そして話題

は，専門家集団の主張の「場」

でもある本誌『林業技術』の役

割論にも及んだ。

ご意見ごもつともというとこ

ろもある。編集委員会で話題に

なった問題もあった。海だ，『林

業技術』は長い歴史の中で読者

に共通するイメージを造り上げ

てきた。

このイメージは，単に時の話

題や問題を表面的に取り上げて

提供するだけではなく，独断や

増幅，ましてや便乗などなしに，

冷静で科学的な目で本質は何か

を常に目指してきたという姿勢

が造ってきたものでもある。と，

わが「物差し」でチョッピリ反

論というよりは，言い訳をした

のだが，大先輩のご不満の解消

には至らないようであった。

ご不満は当然で，このイメー

ジなるもの，人それぞれであり，

共通のイメージとなると，これ

はもう明瞭クッキリとはいかな

い。濃淡はあれど，ぼんやり，

うっすらだが，わが物差しの中

に色濃い部分があればそれでよ

ろしいと愚考している。（空拳）

(この欄は漏集委員力噸当しています｡）

林業技術No.6591997.2
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のをたくさん含んでいる。第1章

のコンサルテイチィング調査の

23事業の中には砂防，河川，ダ

ム，土石流，地すべり，雪氷，雪

崩，道路，環境アセスメント，河

川・湖沼，地球環境，陸域活断層

などを含み，それらの調査･計画・

対策が現場のプロの見方で書かれ

ている。また第2章の調査方法(デ

ータの収集法）は，資料収集調査，

室内作業（リモートセンシング，

写真判読地形図読図など)，現地

調査，現地計測（原位置試験，物

理検層,物理探査など)，アンケー

ト調査で構成され，関係する技術

者には非常に有意義である。さら

に第3章のデータ解析法は，リモ

ートセンシング,GIS,地形，ステ

レオ投影,地層構成,シミュレーショ

ン（地下水，洪水，土石流，溶岩，

火砕流，その他)，統計などについ

て各種の解析法が実用面から要領

（ Ｉ
武田裕幸・今村遮平黄任編集本の紹介

応用地学ノート応用地学ﾉｰﾄ
趣画湾也。

I爵、
L
r
p

炉酔，今。詞

共立出版株式会社

東京都文京区小日向4-6-19
公03（3947）2511

1996年9月25日発行B5判,447頁

定価9,270円（本体9,000P])

発行

〒112

■ー唾"'三

!、

本書は，書名からは一般の教

科書のような印象を受ける人が

多いかもしれないが，「あとが

き」でも述べられているように

応用地学が関係する建設関連

23事業について，それぞれの事

業目的に沿って調査・計画・対

策を現在第一線で活躍している

コンサルテイチィングエンジニ

ア90名が執筆した,実用を念頭

に置いた百科全霄的な教科番で

ある。地形，地質，海洋，喋境

など広い意味での応用地学分野の

コンサルタント技術者や，それら

の業務を委託する立場の人々を念

頭に置いて醤かれたものである。

現在林野事業において，水・土・

環境保全の比重が重くなっている

とき，応用地学はその基礎技術と

して顛要性がますます増大してい

ることを考え，紹介する次第であ

る。

内容を見ると広い意味での治

山・林道・林業一般に関係するも

の場の保全および森林計画に関す

る制度と事例が述べられている。

Ⅲ編はl－I本についてであるが，住

民参加の制度面がまだ整っていな

いため，都市林，山村レク，リゾ

ー|､開発などを巡る，いくつかの

市民参加や紛争の事例についての

解説が中心となっている。最後に，

わが国で市民が森林計画の立案過

程へいかに参加していくか，そし

て市民参加を実現させるために法

制度をいかに整備していくかにつ

いて書かれている。また，ところ

どころに短いトピック欄力穀けら

れているが，著者それぞれの思い

が凝縮されていて，読みごたえが

ある。

読みやすさはトピックによって

ある程度まちまちであるが，この

分野にかかわる第一線で活躍する

研究者を中心とする17名の著者

によるものであり，全体的によく

（ 型
木平勇雷編著本の紹

森林環境保全マニュアル森林環境保全
マニュアル
限?n打■刃

株式会社朝倉欝店

東東都新桶区新小川町6-29

aO3(3260)0141

1996年10月10日発行A5判,183頁

定価3,708円（本体3，600円）

発行

〒162

本書のタイトルは森林の環境

をいかに保全していくかについ

ての技術的マニュアルであるこ

とを連想させるが，内容は森林

管理，特に景観や自然環境の保

全に市民がいかにかかわってい

くべきかについて紹介したもの

である。

環境問題は，人類が直面して

いる最大の課題の一つであると

広く認識されている。また，市

民参加はH本が真の民主拒義|刺

家となることができるかどうかの

試金石となると言っても過言では

あるまい。そして，冒頭でも述べ

られているように,「日本での簸初

の出版物」であり，重大な2つの

テーマを担う本沓の目標はスケー

ルが壮大である。

第I編では，市民参加の重要性

と問題点が主に概念的，かつ端的

に記されている。II編では，アメ

リカとイギリスにおける，住民参

加による鍛観やレクリエーション

林推技術No.6591997.2
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よくまとめられており，参考に

なる内容が多い。全体を通して，

編者らが航測分野に長い間所属

してきた人たちである利点がよ

く生かされた好著である。

本書は前記したように，現在

第一線で活躍しているコンサル

テイチィングエンジニアが執筆

しているので，事業施主のサイ

ドからは各分野におけるコンサ

ルテイチィングの流れと手法，

ノウハウなどについて，その現

状を本書から的確に把握できる

利点がある。また現在コンサル

テイチィングエンジニアとして

働いている人，特に若いエンジ

ニアには従来の教科書とはひと

味違う，プロの目を通しての見

方，考え方，配慮，アドバイス

などを学ぶことができる必読の

書と考える。

(塚本良則/東京農工大学名誉教授）

林政拾遣抄 矢立保健保安林

矢
立
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数年前のことになるが，秋田

営林局大館営林署管内にある矢

立保健保安林を訪れたとき,200

年生の天然スギと80年生の人

工スギとが併存し，その間に30

年生の広葉樹が交じるなど，普

通とは少し違った林相を見せて

いることに興味が引かれた。理

由は，どうも藩政時代からの森

林の取り扱いの歴史と関係が深

いらしい。そこで，この森林を

取り巻く，約200年の管理・経

営の足跡を振り返ってみた。

この森林はもともと藩政時代

(18世紀の半ばから19世紀の

初めごろと推定される）に藩の

基本財産造成のために育てられ

たスギ林であった。それが大正

時代(20世紀初め）以降少しず

つ伐採が行われ，特に第二次大

戦中および戦後(20世紀半ば以

降）には大規模な強行伐採が行

われた。その激しさは，戦前の

ha当たり700～800mi前後の蓄

積が，戦後には44011f程度まで

落ちたほどだったという。

伐採はその後も続き，天然ス

ギの伐採の推進（施業法の改定，

昭和23年)，林力増強計画に基

づく林種転換（天然林の人工林

化，33年）の積極化によって，

天然スギ林は皆伐され，人工林

に変えられていった。こうして

昭和40年代の天然スギ林は,国

道周辺の一部を残して消滅した。

しかし，そのころから矢立峠

付近一帯はレクリエーション，

自然探勝や温泉に訪れる人でに｜

ぎわい，美しい自然の維持，保；

護の要望は強くなっていった。；

こんな背景の下，地元の要望をi

受けて,昭和43年には国道7号1
線沿いの10.38haは風致保護1

林(52年には24.86haに拡大)i

に,さらに昭和54年には保健保i
安林として指定された。

現在，良質な木の生産というi
視点だけではなく，森林美を維I
持する視点に立って複層林を造

成するための，択伐＝植林方式

や，心枯れ材や胴腐れ材の伐採

等の検討が進められている。

（筒井辿夫）

資料：目時繁･小笠原正彦「矢立
風景林内複層林内の一考
察」（平成2年）
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まとまっている。ただし，なぜ

市民が参加しなければ健全な保

全ができないのか，具体的事例

の中で環境問題の原点である自

然科学的な立場から踏み込んだ

解説は見られない。

素人の市民に専門的なことは

わからない，と思っている行政

官も多いはずである。しかし，

この分野の研究がまだ緒につい

たばかりであるにもかかわらず，

その現状や問題点についての多

くの情報を本書は与えてくれる。

執筆者それぞれが与えられた枠

の中で，密度の濃い内容として

いるだけに読みごたえは十分で

ある。少しでも多くの人たちが

読破し，市民参加について考え

る機会を持ってほしい書である。

(森林総合研究所関西支所/杉村乾）
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およびll().0mの雄大なものである。規格として昨

年改正の「椛造＃1集成材の|-1本艇林規格」がある。

構造用合板／構造用単板稜層材(LVL):合板は

原木を丸むきした単板を繊維方向が互いに直交する

ように職臘接着した材料で，このうち，椛造耐力_上

主要な部分に使う合板を榔造用合板と呼び，従来か

ら広く利用されされている。

これに対しLVLは,lijじ単板を繊維平行方向に

積層接着したもので，材料的に短い単板からでも長

い材料がつくれ，木材の長卿ll方向に強いという特徴

が生かされた最近話題の多い軸材料である。規格と

して「構造用単板砿屑材の日本農林規格」がある。

パーテイクルポード(PB)/配向性ボード

(OSB):木材をi'iりったり，破砕した小片を板状に成

形接着したのがパーティクルボードである。どのよ

うな形状の材も原料として利川でき，従来からよく

知られている。

これに対しOSBは，削片の形状が大きく，一定の

方向性を持たせ強度性能の向上をI叉1つたボードで，

最近建築下地材として利用が増えている｡OSBの規

絡として「継造州パネルの1-1本農林規格」がある。

なお，このほかよく話題になる材料にPSL,SST

などがある。

（伽日本木材総合情報センター・筒本卓造）

ここ数年，体育館，集会場，さらにドーム，木橋

などの大型木造構造物が各地に建設されている。そ

こで使用され性目されるのがエンジニアリングウッ

ドと呼ばれる各種の木質材料である。エンジニアリ

ングウッドとは，性能のばらつきが少なく，強度性

能が保証されたティンバーエンジニアリングのため

の木材・木質材料と定義され，該当する材料の主な

ものは下記のようである。

機械等級区分製材(MSR材):本来，木材は材質

のばらつきが大きく，製材品の強度についても，樹

種グループごとに安全を見た，かなり低い単一の値

でしか評価されていない。MSR材は製材品のヤン

グ係数をあらかじめ機械により測定し，それらを等

級区分することによって，等級に見合った強陛の評

価を得ようとするものである。規格として「針葉樹

の構造用製材の'二|本農林規格」がある。

構造用集成材：製材品の場合，原木の形質により

採取できる製材品の寸法，形状に制約があり，さら

に、材質・強度のばらつきが問題になる。集成材は

厚さ2,3m1程度のひき材（ラミナ）を，大きな節，
’二簿砥

腐れなどを切り除き，縦継ぎ，幅矧ぎ，さらに積I曾

した材料で，長く，大きい断面の材を自由につくれ

る。欠点が少なく分散するので強度的に安定し，乾

燥材であるため，割れ，狂いも少ない。

大型な構造物としては出雲ドーム(島根)、やまび

こドーム(長野)が著名で,それぞれベイマツ,カラマ

ツの大断面集成材を使用し，ドームの直径が141m
l文献」口本木材加工技術協会：特集エンジニアリング

ウッド．木材工業47-11.1992

◆先月号の本欄では,r防腐･防蟻処理木材』について解説しています。

ロ林野庁=朧修，特用林産振興の手引き，農村文化社,'96.7,543p･A5,Y3,300

ロロパー|､．P･ハリスンー著，金利光=訳，森の記憶一ヨーロッパ文明の影,1島作舎(a03-3465-5251),'969,

374p・A5,¥3.9M

口足立倫行=文，秋月岩魚=写真，イワナの棲む山里一奥只見物語，｜|堺文化社,'96.10,270p･A5,¥2,40()

一森林保全研究会=編，改訂林地開発許可制度の解説一一問一答,il本治lli治水協会(a03-3581-2288),'96.

10,353p･A5,¥2.50()

．安田喜徳=著，森の日本文化一縄文から未来へ，新思索社(aO3-3226-0408),'96.11,233p･lﾉﾘ六判、Y2,800

口牛丸幸也･西村勝美･遠藤H雄=緬著，転換期のスギ材問題一住宅マーケットの変化に国産材はどう対応すべき

か，日本林業調査会(aO3-3269-3911),、96.11,367p・A5,Y3.000

口全凶林業職造改善協会=編，経営基盤強化林業構造改善事業通達集，全国林業描造改善協会(aO3-

3294-9719)、，96.11,559p･A5,¥3.800

口笠原義人二編，よみがえれ国有林，リベルタ出版5'96.11,186p･四六判,Y1,545

口杉浦銀治=著，世界の炭やき・日本の炭やき一炭が地球を救う，牧野出版，’96.12,224p･四六判,Y1,600

口太田猛彦･北村昌美･熊崎実･鈴木和夫･須藤彰剛･只木良也･隙森隆郎=綿，森林の百科事典，丸讐,'96.11,826

p･A5,Y18.540 1溌料：林獅庁腿|簡館・本会繍災部受入図諜1
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森林総合研究所研究報告第372号

平成8年10月

口山岳林における林道路線評価と林道規格に関する

研究（第1報）－林道路線評1lliパラメータの特

性

澤1.~1勇雄

口山岳林における林道路線評価と林道規格に関する

研究（第2報）－林道路線評価による林道規絡

の決定

澤口勇雄

光珠内季報No.105

平成8年11月北海道立林業試験場

ロウダイカンバ立木の心材率を知る方法

清水一

口ブナの結実予測

八坂通泰，寺澤和彦

口魚にやさしい森づくり－水温からみたサクラマ

スと河畔林の関係

佐藤弘和

試験報告第10号

平成8年3月山口県林業指導センター

ロマツノマダラカミキリの生物的防除法の究明

福原伸好，藤原均，田戸裕之

ロヒノキ種子の発芽率向上試験

田戸裕之，藤原均，福原伸好

京都大学農学部演習林報告第68号

平成8年12月

ロ北方針広混交林におけるトドマツ着水のアーキテ

クチャーの可塑性発達と相対生長関係

嵜元道徳

口竜王山森林試験地の斜面上の異なる位置における

窒素循環機構

徳地直子

口森林の成立過程における水質形成機構の変化一

植生の発達段階の異なる流域における水質・水文

観測

浅野友ja,大手信人，小橋溌治

□H本の林産物輸入の最近の動向

岩井吉彌，藤掛一郎

口国産材製材工場と外材製材工場の経営比鮫一回

帰分析による類型別指標化の試み

藤掛一郎，幡建樹

口林道労働者の雇用条件に関する研究一森林組合

作業班の賃金水準

松下幸司

口産直住宅ネットワークにおける木材供給システム

坂野上なお

口芦生演習林のレクリエーション利ﾊ1について

枚l11邦宏，竹内典之

口視覚的手法を用いた区画整理事業に対する住民の

選好について一神戸市のアーバン・フリンジを

事例として

アリスティムニョ・イグナシィオ，吉旧博宜

ロクスノキとユーカリにおける木部形成の季節性の

ナイフカッティング法による追跡

尾形善之，野渕正，藤田稔

口ワイヤー挿入および染料注入による道管ネットワ

ークの追跡

金井秀恭，藤田稔，高部圭i･1

口住宅外形の数埜化による「豪華さ」のイメージ予

測

増IW稔，今道香織

口木材の乾燥過程で発生するAEについての二三

の考察（その4）吸水一乾燥の繰り返しとAE

発生

黒岩真弓，奥村正悟，藤井義久

口木材の圧縮試験時のサーモグラブィ（予報）

奥村正悟，鈴木利枝，藤井義久

口動的粘弾性測定による木材の人為的老化過程の追

跡

瀧本匠，杉山真樹，湊和也

一一．‐一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一一一＝＝一一一一．＝一＝一一一一一一＝-＝一一一一＝一一一一垂七＝‐凸｡■■－凸＝＝＝ロローーニー．一一＝一一一一．一一ロー＝、－－ローーーーー凸＝■■一一一凸亡一一寺一一

[訂正］本誌新年号(Xo_658)および『1997年版林業ノーI､週に次のようなまちがいがありましたので訂正してお
詫びいたします。l編集部］
1．新年号p.37(第43同森林・林業写真コンクール白黒写真の部紹介のページ）

（誤)三席(落雷)松村悦郎一(正)三席(落雪>村松悦郎

2．新年号p,41r林政拾遺抄』→(本号p.41で訂正）
3．1997年版苧林業ノート』巻末資料p.6(国指定天然記念物の森林.樹木群落等一鳥取県.ハマナス自生
南限地帯所在地）（誤)鳥取市城兎→(正)鳥取市白兎
※1997年版雰林業手帳J巻末資料p.25(公立・民間林木育種場所在地）

新王子製紙株式会社は昨年10月「王子製紙株式会社」と社名が変更されました(掲戦の1町研究
室は各々，王子製紙・森林資源研究所栗山研究室･fgl11研究室となります。所在地．電話番号
に変更はありません)。
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⑳千葉大学

⑳香川大学
の

一
一

、
、
、 9

⑩香川大学農学部(林学関係分野）

〒761-07香川県木田郡三水町池戸

TEL.0878-98-9962FAX.0878-98-7295

．大学院＝農学研究科修士課程は農業生産学専攻(定

員23名),生物資源科学専攻(定員23名)および農業

工学専攻(定員12名)から成り，このうち林学関係分

野は腱業生産学専攻および生物資源科学専攻に潤か

れている｡博士課程(後期3年)は愛媛大学,高知大学

および香川大学の3農学部で愛媛大学大学院連合腱

学研究科を樅成している。

◎学部の講座･研究室等＝農学部は農業生産学科(定員

73名),生物資源科学科(定員77名)および腱業工学

科(定員40名)から成り,林学関係の教育研究分野は

下記のとおりである。

＊農業生産学科＝生産環境学大講座に環境生態学研究

室(自然林の生態に関する研究),緑地環境学研究室

（造隙I・緑化に関する研究)および応用昆虫学研究室

（昆虫の生理生態に関する研究)がある。

＊生物資源科学科＝生物資源化学大講座に林産資源化

学研究室(樹木成分の化学,生化学および利用に関す

る研究),細胞資源科学大講座に応用微生物遺伝学研

究室(リグニン微生物分解の酵素化学・遺伝生化学，

キノコの遺伝子工学に関する研究)がある。

＊改組予定＝香川大学に工学部が創設(平成10年度か

ら学生募集)されることになり，それに伴って農学部

も大きく改組される予定である｡造園･緑化分野は農

業工学分野とともに工学部の建設系学科を描成する

ことになり,それ以外の上記林学関連分野は農学部

において再編･充実が図られる･年次進行にしたがっ

て大学院も改組される予定である。

－開講科目(林学関連授業科目のみ)－

●農業生産学科･･･[必修]植物生理学I,遺伝学,艇業生産学実験・
演習,[選択]植物生理学11,植物形態学,植物生態学,植物分類

学,土壌科学,造園学,応朋昆虫学,I自I畑緑地生態学,緑地環境
学,造剛技術論,昆虫生態学,昆虫形態生理学ほか。

●生物資源科学科･-I必修]生物資源科学概論,斑境科学,一般微
生物学,巡伝子工学,生物資源科学実験・実習,[選択1値物生珊
学I,遺伝学,植物生態学,土壌科学,械物栄謎化学,森林溌源化
学,微生物生理学,微生物利川学,酵素利用学,植物細胞工学ほ
か。

⑳千葉大学園芸学部緑地・環境学科

〒271千葉県松戸市松戸648

TEL.047-363-1221FAX.047-363-1497

．大学院＝自然科学研究龍購士前期課程環境計画学専

攻(環境デザイン学講座,環境植物学講座,緑地環境

システム学講座),博士後期課程環境科学専攻(環境

計画学講座,環境動態学講座）

◎学部の講座・研究室等＝緑地・環境学科は定員84

名,3講座(環境デザイン学,環境植物学,緑地環境シ

ステム学)11研究室で構成されている｡学科の目的

は自然,生活環境を対象として,その成り立ちの解明

や保全技術,環境計画･設計技術などの教育･研究に

あるので,林学が通常扱う範囲とは多少異なる。しか

し,林学に関連する内容を扱う研究室や講義科目は

かなりあり，自然,生活環境を見通した広い視野の中

で林学に関連する内容を学ぶことができる｡主な関

連研究室(日本林学会会員の教官が構成するところ）

とその主要研究テーマは次のとおり。

＊風景計画学＝各国の自然保護と自然公園制度に関す

る研究,野外レクリエーション地計画とその施設に

関する研究。

＊緑地植物学＝緑地植物の環境適応性・耐性に関する

生理生態学的研究,砂漠化土地の緑化に関する研究。

＊環境植栽学＝環境保全ならびに創造にかかわる修景

緑化に関する研究,造園樹木の樹形と根系に関する

研究。

＊緑地生態学＝植物群落の分布と地形・土壌・気象条

件に関する研究,群落を構成する植物の動態世代交

代に関する研究。

－開講科目(千葉大学園芸学部緑地・環境学科)－

●学科必修科目･地壌計画学,風景計画学,緑地植物学1，環境植
栽学1.緑地保全技術学I,緑地生態学,緑地気象学,緑地環境
工学,環境立地学｡●選択必修科目…緑地評価法,自然公剛論，

景観情報学,緑地植物学11,地被植物学,緑化工学,都市緑化論，
環境植栽学11,植栽管理学,植生保護学,環境土壌学,環境微気
象学I､緑地水文学,環境水利学,環境アセスメント論｡●選択

科目(糾学関係分野)･･地域環境管理論,林学,緑政学,樹木生理
学､野生動物保謹管理学,生態学概論.気候学､森林立地学。

＊12月号の本棚では，専修大学，北海道短期大学，岡111大学を紹介しています(1月号は休職)。
*各大学の状況に応じ，紹介スタイルが変わることがあります。

林業技術No.6591997.2
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亦 業蔚顔行壽一貴

月2

主雌団体／会場／行事内容等

森林･木質資源利用先端技術推進協議会(a03-3206-3046)/東京都江東区
深川2-5-11木材会館／メインタイトルr水質資源利用の今後一木材産業を
取り巻く諸分野からの提案｣／木材関連分野だけでなく他の分獅から見た
木材利用や木材産業の現状と将来についての紹介を交え，水間資源利川の
今後を探る。

IJ本漆器協同組合連合会,㈹1胃i本漆工協会(a03-3555-1103)/東京都千代
田区｢大手町サンスカイルーム｣／全国の漆器産地で受け継がれた伝統工芸
漆器を腱示公開し，広報寅伝と賑地間交流をl測る。

日本特用林産振興会(a03-3293-1197)/学校法人服部学剛服部栄雛専I1W
学校（東京都渋谷区千駄谷5-25-4)／しいたけ等の食用きのこについての
正しい知識の普及と活用の啓発を目的とした，都道府県の代表者の災淡に
よる料理コンクール。
全国天然水化粧合単仮工業協岡組合連合会(a03-3501-4021)/名古瞳市
剛際展示場ポートメッセなどや2号館／世界各国の銘木から生産した優良
ツキ板を一堂に展示。入札は2月28H。

行事名 期間

2.7

10:30～17:50

区分

東 京 森林・木質涜源利用先端技
術推進協議会シンポジウム

第31回全国漆器展「漆｡う
けつがれた心と技」

第10剛きのこ料理コンク
ール全国大会

2．12～14〃

2．13〃

愛知第19Iul全国優良ツキ板･銘
木展示大会（ツキ板展示大
会）

2．26～3．1

月3

主催団体／会場／行聯内容等行事名 期間区分

㈹国土緑化惟進機構・第2191r森林と市民を結ぶ全国の集いJ全図実行委
員会(a03-3341-1452)／国立オリンピック記念背少年総合センター(東京
都渋谷区代々木神園町3-1)／森林に関心を持つ方や林業家,行政側係者な
どが集い，今後の森林のありﾉjについて語り，理解を深める。今回は『市
民が支える森林づくり」の実現を目指して，をテーマに考える。参加澱：
一般・学生4,000円，交流会磯3.000円。

全国林業試験研究機関協議会（壷0263-52-0600)／東京郁千代、区イイノ
ホール/r新時代に向けての木材利用」をテーマに，公立試験研究機関が
関連する研究成果を発表し，かつ討論を行い，技術の高度化と普及促進を
図る・

棚日本ドゥ・イット･ユアセルフ協会(a03-5687-4.175)/日本コンベンシ
ョンセンター（千梁市幕淡メッセ)／削内のDIYI卿連商品を一雄に腱示す
るとともに,DIYを実体験できる場を設け,消溌者に対してI)IY川IW!およ
EJDIYの方法についての正しい知識の普及に努める。

伽森林文化協会(aO3-3545-0131)・くもん子ども研究所／マレーシア(サ
バ州)／小学1年生から大人までを対象に,マレーシアでの植林活動を通じ
て現地の方々との交流や自然の大切さを学ぶ。

東 京 第2回森林と市民を結ぶ全
国の集い

3.1～2

(1iILI21J)

中央|謝回林業技術ｼﾝポジ'3‘

千葉IJAPANDIYSHOW'9713.20～23

中央｜緑の親善使節団 3.26～31
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第108回日本林学会大会のお知らせ
●九州大学において同大会が開催されます。日程等は次のとおりです。

●日程：4月2H"･･･午前／総会・円本林学会賞受賞者講演，午後／研究発表・懇親会。

4月3日附･･･午前／研究発表，午後／研究発表。

4月4日閏･･･午前／関連学会・研究会，午後／関連学会・研究会。

●研究発表は，部門別，テーマ別の2つに分けて行われます。

●部門別：林政，経営，風致，立地，造林，生態，生理，育種，樹病，動物，防災，利用，特用林産。

●テーマ別：

①アメリカ林業・林産業の近年の動向と森林政策②樹木の環境適応とストレスフィジオロジー

③マツ材線虫病は日本の松林をどのように変えたか④森林作業と森林環境

⑤GISとリモートセンシング⑥人工林における公益的機能と経済的機能の両立に関する諸問題

●大会に関する連絡先：

〒812-81福岡市東区箱崎6-10-l九州大学農学部林学科内第108回日本林学会大会運営委員会

公092-642-2865(総務),FAXO92-642-2884(総務）

林業技術No.6591997.2



46

細遡る／第44回森林･林業写真コンクール作品募集要領
題材…林業技術，森林，農山村，緑化，森林レクリエーションなど。作品…1枚写真（四ツ切り，組写真は
含まない)。モノクロの部・カラーの部。応募資格と応募点数…職業写真家でないこと。作品は自作に限
る。応募点数制限なし。記載事項…①題名，②撮影者名，③内容説明，④撮影場所，⑤撮影年月日，⑥撮
影データ等を記入のこと。注意事項…森林での作業等を扱った作品は労働安全衛生法令に定める安全基準
に適合するもの。締切･･･平成9年3月31日（当日消印有効）送り先…〒102東京都千代田区六番町7
日本林業技術協会「第44回森林･林業写真コンクール」係丑03（3261）5282※詳細は係までお問い合わ
せください。主催／㈱日本林業技術協会後援／林野庁

鍵
繍
織
織
瀬
蕊

◆『日林協学術研究奨励金』助成テーマの募集期限（2月28日必着）が迫っています.／
詳細は12月号および1月号をご覧ください。

◆第8回学生林業技術研究論文コンテストの応募締切が迫っています.／
大学支部提から本会への推薦送付は3月15日までとなります。

（編集部雑記） R平成8年度会員配布図書>『きのこの'00不思議』2月中旬刊行／’
ステム確備事業第3回調査等委員
会を開催した。
1/30,於本会,シベリア・極東地
域森林・林業協力指針策定調査事
業第2同洲査委員会を開催した。
◎調査部関係業務
1/8,於本会,オオタカ等の保護
と人工林施業等との共生に関する

調査研究検討会を開催した。
1/30,於スクワール麹町(東京)，
大規棋林道朝H工区林道環境調査
に係る希少猛禽類(クマタカ,イヌ
ワシ)調査の第6回検討委員会を
開催した。
◎林業技士養成講習スクーリング
研修

1/20～24,東京･麻布グリーン会
館において,林業経営部門の研修
を,森林総研･藤森森林環境部長ほ
か10名を識師に実施し,46名が
受訓した。
◎番町クラブ1月例会

1/31,於本会,林野庁指導部長I1:1
尾秀夫氏を講師として｢平成9年
度林野庁予算(案)について｣と題
する訓演および質疑を行った。
◎赴報
当会非常勤理事左達一也氏(日
本林業同友会専務理事)におかれ
ましては,昨年12月29日ご逝去
されましたので,謹んでお知らせ

いたします。

一一－－－－－

言協亘会亘の三う亘ご三き三さざえのつぶやき景気低迷のせ

いか最近少なくはなったが寒風吹き
すさぶ街頭でティッシュペーパー配

りに1;IIIを出すバイトの兄ちゃん，姉

ちゃんを時折り見かける。彼らは所
定の11tを陥り終えなくては帰れない

から・生懸命なのだが，無視して通

り過ぎる人が愈外に多い。そのパタ

ーン1,irilil搬特に女性,なんにも見
えないかのように厩毛一つ動かさず

に行ってしまう。2，オジサン，うる

さい邪魔だとばかりにジロリと睨ん

で遡る。荷物になるわけじゃなし貰
ってやりなさいよノ（喝三度）

◎平成8年度第3回理事会

1/17,本年度第3151理事会を｢ス
クワール麹町｣において開催,理事
28渦(委任状III席を含む),監事2
名,噸問6名等が出席し,当面の当
会会務迩営について審議が行われ
た。
◎海外出張
1/9～2/1安鍵寺国際事業部長，
1/9～3/24増井国際事業部次長，
小林課長代理,1/9～2/12松見主
任調査員,1/19～2/1吉村課長代
理,11/24～12/4および1/8～3/9
鈴木(淳)主任調査員を,メキシコ
|淵発訓斑のため同国に派遣した。
1/10～1/26小原国際事業部次
長,1/9～2/28内村技術指導役,西
尾課長,1/14～2/28吉岡主任研究
員を,ラオスIZII)M発調査のため同
国に派避した。
◎技術開発部関係業務
1/10,於本会,森林簿情報高度化
調森節3Inl調査委員会を開催し
た。
1/28,於本会,森林被害に強い森
林づくりのための基礎調査第2回
調査委員会を開催した。
◎熱帯林管理情報センター関係業
務
1/21,於本会熱帯林管理情報シ

サバイバル先月東京では，先の

|典l西大謹災を教訓としてサバイバル
ウォークが雌された。小生も数年前

の体｢1，家族の1潮笑を背に職場から
家までの道のり約50kmに挑戦した

ことがある。側く身なれど職場をめ
ざすよりは帰巣本能を発揮させる家

路をとるのが得紫と都心まで出てき
てからのいざ出発。･･･がしかし歩き

始めてから9時間35kmあたりから

Hも郷れて雨も降り出しホトホト疲

れ果て雌寄りの駅をめざすはめに…。
笑っている溌殿，サバイバルへの備
えはﾉ<丈夫？（平成の玉手箱）

宮沢賢治像盛岡市材木IIL老舗

が立ち並ぶ落ち軒いた感じの歩道付
き商店街の一角で，少し物憂い気な
賢治像に出会いました。岩に腰かけ
て足をllみ，一方の腕は足の上にの
せてあり，もう－－方は体を支えるよ

うに済を押さえているので，背中は

やや猫背気味です。慨治は歩道長手
方|剛をIｲﾘき、これも歩道上の制約か

らなのでしょう，ベンチがやはり長

手〃lfﾘに"tかれています。構わず畷
冶に砿対して座ったとたん，ヨオッ

何か話でもしていくかい，と微笑み
かけてくれました。(1I1遊亭明朝）
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から．治111.砂防関係の技術普ダム関係者の方々に大いに利用されることを期待したい。

応用山地水文学
一m9面0吋6動

■B●■nBnpj…｡｡
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森林施業計画の手引林業労働力確保法Q&A

林野庁林政部森林組合課監修
A5判166頁定価1.900円(税込)〒310

本書は，林業労働力確保法について．

政省令も含めて制度の全体を体系的に

明らかにするとともに．その背景や関

連する施策も併せて.Q&A形式で平

易に解説したものである。

森林施業計画研究会編
A5判'404頁/定価3.100円(税込)/〒380

森林施業I;l･画制度のねらいは、淡定的．

持続的な経営雑盤の確立が図られるこ

とにある。本霄は，森林所ｲ『者,森林・

林業関係皆が現行の森林施業i汁画制度

を理解するための解説了ifである。

林野庁林政課・企画課監修
A5判256頁定価3.000円(税込）'〒310

「ｲ丁政とはどうあるべきか」林野庁腱

宵の誰話を胃頭に褐,職した。また林

業・木材潅業の現状・課題と林野3法

案の閼係を図菱を用いてわかりやすく

解説した溥

可 野生動物と共存零F 実用新案登録済

力．カモシカ・ ウサギ・ネズミ
ー

ン

防食＝完全I卜
経済効果バツクンノ スギ・ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

★下刈り経減

★根曲がり防止

★据枝払い不要

★植栽本数の減少

★小淵の槌栽可能

★無節の元玉

★誤伐防止
専用の支柱及び当社開発の固定用タイ

ラップを使用しますと簡叩にヘキサチ

ュープを澱慨できます
、 ノ

0e撫刷蛎溌
〒”s大陵府泉佐野市上丸1912
TELO724-6S-0776

1弧XO7別.67.1721

(ﾙ<師研究所｝

〒613蹴郁府久11螂久御111町肱111閥ノ''110．1

11本ファミリーピル21了

,rELO77‘1.46-1531

1弧XO7祠･‘16.1認5ミニ温室効果による成長促進
写真は植維後3年目、チューブの長さ2m

ヘキサチューブ
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あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

｜

P

検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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新刊森の木の100不思議
●(社)日本林業技術協会編●1200円

等森林総合研究所，林木育種センター，国際農林水産
業研究センター，都道府県林業研究機関大学ほか
93名による執筆

舌まざまな樹ｵこのllt界一彼らの不思議で
したた力．な淳らしふぐりに鱒I猶／
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輝く未来は森林とともに.ノー日本の文化と

人の心を育てたみんなのふるさと森林/／

《本書の特色》
既刊

●執筆者は，海外経験も豊富な斯界の権威綴イラスト・

写真・グラフ等160点余を配したビジュアルなレイアウ

ト鯵最新の統計，資料により日本および世界の森林の現

況を概説鰯森林とはどういう生物集団か，樹木はどんな

生活をしているかなど，森林・樹木に関する知識を満載
鐘森林の働きと社会・地球環境との結びつきをわかりや

すく解説。［小学生高学年･中学生向け］

執筆者河原輝彦(森林総合研究所研究管理官）

鷲見博史(森林総合研究所木材利用部長）

垰田宏(森林総合研究所森林環境部植物生態科長）

森林の100不思議●'010円
含(社)日本林業技術協会編集
め森林総合研究所所員82名による執筆

知ってい･ますか森と木の科学。当たり前のこ
と，正しいと思っていたことの意外な蔀実。

±の100不思議●'030円
⑮(社)日本林業技術協会編集
③森林総合研究所，鰹業環境技術研究所，農業研究セ
ンターほか85名による執筆

私たちの生活を磯かにする驚くべき土の働き。

●子どもらしい，どうして？なぜ？に答えてくれる
4学生向けの楽しい副教材.／

蟻だ〃郷
森の虫の100不思議●'200円
鞠(社)日本林業技術協会編集
③森林総合研究所，都道府県林業研究機関，農業環境
技術研究所，大学ほか73名による執筆

白然界のなかでの虫の役割一森の虫の小百雅胎

続｡森林の100不思議●'200円
ら(社)日本林業技術協会編集
や森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
91名による執筆

木や草のひそかなl職きを探る識扇。

熱帯林の100不思議●1200円
。(社)日本林業技術協会編集
今森林総合研究所，熱帯農業研究センター，大学ほか
76名による執筆

いまなぜ熱帯ｵ木がこれほど重弗見きれているのか。鶴
定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

森の動物の100不思議●1200円
③(社)日本林業技術協会編集
●森林総合研究所，養殖研究所,大学ほか79名による執筆

人と動物の共存について考えきせる－森に住む
皿J物たちの暮らしぶり小百7科。

一
一

』

木の100不思議●1200円
尋(社)日本林業技術協会編集
⑨森林総合研究所，都道府県試験研究機関，大学ほか
83名による執筆

自然にやきしく暮らしに役立ってきた木の小言窄卜。

森と水のサイエンス●'030円
●(社)日本林業技術協会企画・四/六判176ページ
⑪中野秀章･有光－登･森川蝿3氏による執箪

われわれの暮らしをざさえる鐙重な水をⅡう籍
し浄ｲﾋする森林のメカニズムを探る。

●B5判64ページ／カラー

③定価620円(本体価格602

円)，〒実費

②30部以上の場合は送料は当

協会が負担します。

編集｡発行社団法人日本林業技術協会 発行東京書籍株式会社
〒114東京都北区堀船2－17－1
a(03)5390-7531/FAX(03)5390-7538

』
。
〒102東京都千代田区六番町7番地
a(03)3261-6969FAX(03)3261-3044

eお求めは．，，……
当協会事業部まで ／

森と木の質問箱
小学生のための森林教室
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	1997年2月号目次

	論壇_国内森林資源を生かす
ために-売れない・伐らないからどう脱出するか-

	特集_国産針葉樹乾燥材の供給体制づくりに向けて_国産材の乾燥材供給体制づくりに向けて

	特集_国産針葉樹乾燥材の供給体制づくりに向けて_スギ乾燥材と市場の動向

	特集_国産針葉樹乾燥材の供給体制づくりに向けて_山元での乾燥材供給の体制づくり

	特集_国産針葉樹乾燥材の供給体制づくりに向けて_国産針葉樹材の乾燥技術

	時事_｢森林資源に関する基本計画並びに重要な林産物の需要及び供給に関する長期の見通し｣の改定について

	会員の広場_国有林野事業のあり方について十分な論議を

	会員の広場_バンクーバーの森を訪ねて

	グリーングリーンネット

	日本人の長寿食35_梅干しは酸っぱい“長生食”

	私の英国留学の記_ぬるいビールで乾杯，チアーズ3_素晴らしきOFIシステム

	大村寛の5時からセミナー2_森の博物館／統計にみる日本の林業_木材需給量の推移／こだま_物差しとイメージ

	本の紹介_応用地学ノート／森林環境保全マニュアル／林政拾遺抄_矢立保健保安林

	緑のキーワード_エンジニアリングウッド／新刊図書紹介

	技術情報

	林学関連ミニ･学科紹介9(29千葉大学30香川大学）

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3
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